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多摩湖駅伝大会参加チーム募集

▽ 募集チーム数
　１チーム4人で編成
　・多摩湖周回コース
　　250チーム（先着順）
　・公園周回コース
　　200チーム（先着順）
　※小学生の部を除く

開催日　平成31年３月21日（祝日） 種目 参加資格 距離 スタート時間

一般の部 官公庁、会社、大学、スポーツクラブ等
の単位で編成されたチーム 4区間

28.968㎞ 午前9時20分
高校の部 高校、スポーツクラブ等の単位で編成さ

れたチーム

一般の部 官公庁、会社、大学、高校、スポーツク
ラブ等の単位で編成されたチーム

4区間
9.628㎞

午前9時30分一般女子の部 官公庁、会社、大学、高校、スポーツク
ラブ等の単位で編成された女子チーム

壮年の部 4人の競技者年齢合計が180歳以上で編成された
チーム（男女混合でも可、大会当日の満年齢）

中学男子の部 中学校、スポーツクラブ等の単位で編成
された中学男子チーム 午前10時30分

中学女子の部 中学校、スポーツクラブ等の単位で編成
された中学女子チーム

小学男子の部 小学校、スポーツクラブ等の単位で編成
された小学男子チーム 午前11時30分

小学女子の部 小学校、スポーツクラブ等の単位で編成
された小学女子チーム

▽ 参加費（チーム単位）
　・一般、高校、一般女子、壮年の部　 10,000円
　・中学男子、中学女子の部　3,000円
　・小学男子・小学女子の部　2,000円

▽ 申込方法
・郵便払込：専用の郵便払込用紙に必要事項を

記入し、参加費を添えてお申し込みください。
払込用紙は、社会教育課（市役所5階）、東大
和市ロンドみんなの体育館で配布します。

・インターネット：多摩湖駅伝大会ホームペー
ジからお申し込みください。

▽ 申込期間（申込状況により期間内に締め切る場合もあります）
　・郵便振込　　　　11月1日㈭～12月21日㈮
　・インターネット　11月1日㈭～平成31年1月11日㈮

▽ 問合せ　社会教育課・内線1555まで。

公
園
周
回
コ
ー
ス

多
摩
湖
周
回
コ
ー
ス

市民の声を
　 聴く会

11月17日㈯／市役所会議棟

東大和市議会 

　市議会では、第３回定例会（９月議会）の報告とあわせ
て、市民の皆さんの声を広く聴かせていただくことを中
心とした「市民の声を聴く会」を開催します。
　事前申込みは不要ですので、ぜひご参加ください。

▽ 日　時　11月17日㈯午後２時から（概ね２時間）

▽ 場　所　市役所会議棟第１会議室
※手話通訳を希望する方は、11月９日㈮までに議会事務
　局へファクス（042-563-5926）でご連絡ください。

▽ 問合せ　議会事務局・内線2003まで。

市役所第3駐車場

第
１
駐
車
場

東大和市役所

東大和市役所
（ちょこバス）

市役所
会議棟

保健
センター

市役所第2駐車場

駐輪場

駐輪場

会場

11月11日（日）

詳しくは２面で
福祉祭＆健康のつどい

福祉祭では、模擬
店の出店やアトラ
クション、福祉団
体等の作品展示等
を行います。また、
保健センターでは、健康に関して各種相談が
できる健康のつどいも行います。

▲多摩湖駅伝大会
　ホームページは
　こちらから

２面：郷土博物館秋のイベント　　　３面：秋の火災予防運動　　　 ４面：子ども・高齢者・障害者への虐待を防止しましょう　
５面：介護予防 基本チェックリスト調査結果　　６・７面：平成29年度決算の概要　　８面：立野一丁目保留地を公売します



　

市
で
は
、
平
成
31
年
３
月
３

日
㈰
に
東
大
和
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
と
の
共
催
で
「
子

ど
も
と
大
人
の
遊
び
体
験
塾
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
内

　

東
大
和
の
野
菜
に
触
れ
合
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
内
農

家
の
畑
で
里
芋
掘
り
体
験
を
実

施
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
で
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

（
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

で
可
）

▽
日
時　

12
月
１
日
㈯
午
前
９

タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　

100
人（
当
日
先
着
順
）

▽
観
覧
料　

大
人
300
円
、
小
・

中
学
生
100
円

※
投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
。
当
日
こ
の
時
間
の

通
常
番
組
の
投
影
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
を
お

休
み
し
ま
す

　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
は
投
影
機
の
保
守
点
検
作
業

の
た
め
、
11
月
13
日
㈫
の
投
影

を
お
休
み
し
ま
す
。
な
お
、
郷

土
博
物
館
は
平
常
ど
お
り
開
館

し
ま
す
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は

郷
土
博
物
館
☎
042
─
567
─
４
８

０
０
ま
で
。

す
。

▽
委
託
先　

東
大
和
市
蔬そ

菜さ
い

園

芸
組
合

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
２
ま
で
。

　

子
育
て
に
役
立
つ
整
体
や
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
べ
る
可
愛

い
絵
本
作
り
を
し
ま
す
。

▽
期
日
・
内
容　

下
表
参
照

▽
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　

20
人

▽
講
師　

砂
塚
美
樹
氏
（
井
本

整
体
認
定
指
導
者
）、桑
原
妙
子

氏
（
絵
本
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）

▽
保
育
　（
定
員
16
人
。
定
員
を

超
過
し
た
場
合
は
、
未
経
験
者

を
優
先
し
て
抽
選
し
ま
す
）

・
対
象
：
平
成
30
年
３
月
４
日

生
ま
れ
〜
就
学
前
の
乳
幼
児

（
０
歳
児
は
３
人
ま
で
）

・
慣
ら
し
保
育
・
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
：
12
月
４
日
㈫
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

・
保
育
懇
談
会
：
平
成
31
年
３

月
５
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

※
保
育
を
利
用
し
な
い
方
も
参

加
で
き
ま
す
。

▽
費
用　

一
、
二
〇
〇
円

▽
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

▽
申
込
期
限　

11
月
20
日
㈫

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
中
央
公
民

館
☎
042
─
564
─
２
４
５
1
ま
で
。

■
市
内
文
化
財
め
ぐ
り
「
貯
水

池
か
ら
の
移
転
〜
旧
清
水
村
を

め
ぐ
る
〜
」（
事
前
申
込
制
）

　

貯
水
池
建
設
の
た
め
に
移
転

し
て
き
た
寺
社
や
石
造
物
を
見

学
し
ま
す
。
徒
歩
で
見
学
す
る

た
め
、
歩
き
や
す
い
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
前
９

時
30
分
集
合

▽
集
合
場
所　

西
武
拝
島
線
東

大
和
市
駅
改
札
前
（
解
散
は
武

蔵
大
和
駅
で
正
午
頃
）

▽
コ
ー
ス　

野
火
止
用
水
・
水

道
緑
地
・
三
光
院
・
清
水
神
社
・

で
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
団
体
や
個
人

に
参
加
を
呼
び
か
け
、
お
手
玉

や
ビ
ー
玉
等
の
伝
承
遊
び
、
茶

道
や
華
道
等
の
伝
統
文
化
、
紙

芝
居
や
紙
ヒ
コ
ー
キ
な
ど
の
遊

び
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
に
向
け
て
、
こ

れ
ら
の
遊
び
を
教
え
ら
れ
る
団

体
や
個
人
を
募
集
し
ま
す
。
な

旧
吉
岡
家
住
宅
な
ど

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
案
内　

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
数
班
に
分
か
れ
て
見
学
）

▽
費
用　

無
料

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
星
空
さ

ん
ぽ
「
秋
の
星
さ
が
し
」
投
影

　

秋
の
星
を
一
緒
に
さ
が
し
ま

し
ょ
う
。
職
員
が
直
接
、
話
を

す
る
投
影
で
す
。
小
惑
星
探
査

機
は
や
ぶ
さ
２
の
話
も
す
る
予

定
で
す
。

▽
日
時　

11
月
17
日
㈯
・
18
日

㈰
午
後
３
時
か
ら
50
分
程
度

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

お
、
応
募
団
体
や
個
人
の
方
は
、

企
画
運
営
を
行
う
実
行
委
員
会

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

11
月
29
日
㈭

▽
第
１
回
実
行
委
員
会　

11
月

29
日
㈭
午
後
７
時
か
ら
市
役
所

会
議
棟
第
１
・
２
会
議
室
で
行

い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

時
30
分
か
ら

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

▽
場
所　

奈
良
橋
4
─
672

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　

25
組
（
申
込
順
）

▽
費
用　

１
組
300
円

▽
持
ち
物　

ス
コ
ッ
プ
、
手
袋
、

汚
れ
て
も
よ
い
服
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
等

▽
申
込
み　

11
月
５
日
㈪
か
ら

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
産

業
振
興
課
窓
口（
市
役
所
１
階
）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定

員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
し
ま

　

平
成
31
年
６
月
２
日
㈰
に
開

催
予
定
の
東
大
和
市
環
境
市
民

の
集
い
の
出
展
団
体
を
募
集
し

ま
す
。
こ
の
催
し
は
、
東
大
和

市
環
境
市
民
の
集
い
実
行
委
員

会
に
よ
っ
て
企
画
・
運
営
さ
れ
、

市
民
の
手
に
よ
る
良
好
な
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
、
環
境
を
守

る
意
識
を
高
揚
し
、
行
動
し
て

い
く
た
め
の
催
し
で
す
。

▽
応
募
方
法　

環
境
課
（
市
役

所
３
階
）
で
配
布
す
る
応
募
用

紙
を
12
月
28
日
㈮
ま
で
に
同
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付

後
、
東
大
和
市
環
境
市
民
の
集

い
実
行
委
員
会
に
よ
る
審
査
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
４
ま
で
。

福祉祭＆健康のつどい
日時 11 月 11 日㈰午前 10 時～午後 2 時 30 分 
場所 東大和市役所中庭、市立保健センターほか 

－西日本・北海道災害復興支援－
第４１回東大和市福祉祭

　東大和市社会福祉協議会では「手はいつも と
どくところに あるんだよ」～すべての市民が安
心して生活できるように～をテーマに福祉祭を
開催します。 
　模擬店等の収益金は、市の地域福祉の推進のた
めに使われます。会場内には、災害復興支援のた
めの募金箱も設置します。 

駐車場は午前９時から入場できます。台数に限りがあ
るため、体の不自由な方を除いて、公共交通機関等で
お越しください。体の不自由な方の乗降は、市立保健
センター前の駐車場でお願いします。車いすの方は介
助ボランティアがご案内します。 

健康のつどい
　健康について日ごろ気になって
いることを専門家に相談してみま
せんか？市役所敷地内の市立保健
センターには、健康づくりに役立
つコーナーがいっぱいです。スタ
ンプラリーに参加すると素敵な景
品を差し上げます（数量限定）。 
▷内 容 医療相談、歯科相談、

薬の相談、食育推進・
栄養相談、健康相談、
足指力測定、地場野菜
スープ試飲、スタンプ
ラリー等

▷問合せ 市立保健センター☎042
-565-5211まで。 

▷内 容 模擬店、アトラクション 
福祉団体等の作品展示、福引きなど 

※詳細は社協だより 11 月１日号をご覧ください。
※中央公民館ホールでは、民生委員・児童委員協

議会の皆さんにより、子どもから大人まで楽し
めるイベントを行います。 

▷問合せ 社会福祉協議会☎042-564-0012 へ。 

ＡＲ（拡張現実）で
福祉祭＆健康のつどい

を紹介！ 
HP Revealアプリをインストールして、下の
写真にスマートフォンをかざすと、昨年の
福祉祭＆健康のつどいのスライドを見るこ
とができます。アプリのインストールの方法
等は、市のホームページをご覧ください。

AR 

郷
土
博
物
館
　秋
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集

里
芋
掘
り

12
月
１
日
㈯
実
施

参
加
団
体・個
人
を
募
集

子
ど
も
と
大
人
の

遊
び
体
験
塾

中
央
公
民
館
保
育
付
講
座

に
こ
に
こ
タ
イ
ム

　〜
心
も
身
体
も

　　リ
ラ
ッ
ク
ス
〜

期日 内容
12月11日㈫ 
１月15日㈫ 
１月22日㈫ 
１月29日㈫ 
２月５日㈫ 
２月12日㈫ 
２月19日㈫ 

整体で子育て？？？人体力学って？ 
ママの元気と産後の関係 
なまえ絵本 
整体で知る子育てのポイント１ 
春のしかけ絵本 
整体で知る子育てのポイント２ 
おひなさまカード 

２月26日㈫ 

１
２
３
４
５
６
７
８ 子育てで絶対はずせないポイントは？ 

参
加
団
体
を
募
集

環
境
市
民
の
集
い

１１月３日の
土曜窓口業務
お休みします

１１月３日の土曜
日は祝日（文化の日）
と重なるため、土曜
窓口業務はお休みし
ます。 

なお、市役所本庁
舎の土曜窓口は、毎
週土曜日の午前８時
３０分から正午ま
で、平日業務の一部
を行っています。 

▷問合せ 企画課・
内線１４２４まで。

東大和市ロンドみんなの体育館第1体育室の利用再開 天井断熱材の落下防止工事が終了しましたので、１０月２４日から利用再開しました。利用中止
期間中は大変ご迷惑をおかけしました／東大和市ロンドみんなの体育館☎042-566-3531へ。

市役所☎042−563−2111（代） 平成 3 0 ・ 1 1 ・ 1 2東やまと市報



　

11
月
９
日
㈮
〜
15
日
㈭
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
運
動
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
火
災
予
防
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
火
災
の
発
生
、
火
災

に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
及
び
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
東

大
和
市
消
防
団
で
は
、
期
間
中

の
午
後
８
時
〜
10
時
に
市
内
全

域
で
警
戒
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

◎
北
多
摩
西
部
消
防
署
管
内
の

火
災
状
況

　

平
成
29
年
中
に
、
北
多
摩
西

部
消
防
署
管
内
で
発
生
し
た
56

件
の
火
災
の
う
ち
、
出
火
原
因

の
第
１
位
は
放
火（
疑
い
を
含

む
）の
21
件
で
主
な
出
火
原
因

の
約
37
％
超
を
占
め
て
い
ま
す

（
東
京
消
防
庁
管
内
で
は
、
約

21
％
）。
ま
た
、
１
月
〜
９
月
25

日
現
在
の
間
、
33
件
の
火
災
が

発
生
し
、
そ
の
う
ち
９
件
が
電

気
に
よ
る
火
災
で
、
今
年
の
出

火
原
因
の
第
一
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
放
火
、
電
気
に
よ
る
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
12
日
㈪
〜
25
日
㈰
の

２
週
間
は
、
全
国
で
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
女
性
に
対

す
る
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
買
売
春
、
人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の

で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す

べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

市
で
は
期
間
中
に
、「
女
性
に

対
す
る
暴
力
根
絶
の
た
め
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
の
入
っ
た
横

断
幕
を
市
役
所
敷
地
内
に
掲
げ
、

様
々
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
事
務
局

☎
０
５
７
０
─
08
─
２
０
２
０

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

45
分
）
／
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

特
設
サ
イ
ト
（https://tokyo

2020.org/jp/special/volunt
eer/

）

▽
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
問
合
せ

先　

東
京
２
０
２
０
大
会　

都

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
事
務
局

（
東
京
都
）
☎
０
５
７
０
─
05

─
２
０
２
０
（
平
日
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
）
／
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city-

volunteer.m
etro.tokyo.jp/

）

▽
日
時　

12
月
１
日
㈯
午
前
10

時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

▽
集
合　

午
前
９
時
30
分
に
、

東
大
和
市
駅
ス
ケ
ー
ト
場
前

▽
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

▽
申
込
み　

11
月
９
日
㈮
ま
で

に
環
境
課
・
内
線
１
２
７
３
へ
。

　

埋
立
て
が
終
了
し
た
谷
戸
沢

処
分
場
で
、
再
生
し
た
里
山
的

自
然
環
境
を
体
感
で
き
る
自
然

観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
前
９

時
〜
午
後
２
時
30
分

▽
場
所　

谷
戸
沢
廃
棄
物
広
域

処
分
場
（
東
京
都
西
多
摩
郡
日

の
出
町
大
字
平
井
谷
戸
）

▽
内
容　

自
由
散
策

※
各
ス
ポ
ッ
ト
に
解
説
員
が
常

駐
し
、
動
植
物
に
つ
い
て
説
明

　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
３
階
）の「
今
月
の
テ
ー
マ
」

で
は
、「
学
校
シ
リ
ー
ズ
」と
題

し
て
、
市
内
に
あ
る
小
・
中
学

校
の
歴
史
、
特
色
あ
る
教
育
活

動
な
ど
を
毎
月
１
校
ず
つ
、
資

料
や
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
第
十
小
学
校
（
上
北

台
３
丁
目
）
を
取
り
上
げ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内
線
１

　

昨
年
度
の
入
賞
作
品
が
入
っ

た
メ
モ
帳
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
課（
市
役
所
３
階
）、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
図

書
館
や
男
女
共
同
参
画
の
イ
ベ

ン
ト
等
で
配
布
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

め
な
い

・
電
気
コ
ー
ド
を
家
具
の
下
敷

き
に
し
な
い

◎
北
多
摩
西
部
消
防
署
開
署
50

周
年
記
念
式
典
を
開
催

▽
日
時　

11
月
９
日
㈮
午
後
３

時
か
ら

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

▪
以
上
の
お
問
合
わ
せ
は
、
北

多
摩
西
部
消
防
署
☎
042
─
565
─

０
１
１
９
へ
。

し
ま
す
。

※
一
部
、
立
入
禁
止
区
域
が
あ

り
ま
す
。

▽
そ
の
他　
「
ひ
の
で
ト
マ
ト

の
旅
缶
」
な
ど
、
日
の
出
町
特

産
物
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
東
京
た
ま
広
域
資

源
循
環
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
た
ま
広
域
資

源
循
環
組
合　

適
正
化
・
広
報

担
当
☎
042
─
597
─
６
１
５
２
へ
。

３
２
１
ま
で
。

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

11
月
28
日
㈬

※
一
時
保
育
、
手
話
通
訳
の
申

込
期
限
は
11
月
16
日
㈮
ま
で
。

◎
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

▽
日
時　

11
月
12
日
㈪
〜
24

日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
正
午
ま
で
。

▽
場
所　

市
役
所
１
階
入
口
ホ

ー
ル

▪
以
上
の
申
込
み
、
問
合
せ
は
、

地
域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
５

ま
で
。

◎
男
女
共
同
参
画
講
座

気
持
ち
ス
ッ
キ
リ
！
目
指
せ
☆

こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
美
人

　

誰
で
も
少
な
か
ら
ず
ス
ト
レ

ス
は
あ
り
ま
す
。
自
分
の
考
え

方
、
感
じ
方
の
傾
向
を
知
り
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
が
わ

か
る
と
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ

き
あ
い
元
気
な
毎
日
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
状

態
か
ら
身
体
を
開
放
し
、
き
ら

き
ら
輝
き
続
け
る
た
め
の
ち
ょ

っ
と
し
た
豆
知
識
を
お
伝
え
し

ま
す
。
電
話
ま
た
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方▽
日
時　

11
月
29
日
㈭
午
前

10
時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

井
上
由
紀
恵
氏
（
健

康
運
動
指
導
士
）

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
一
時
保
育　

１
歳
以
上
の
未

就
学
児
で
定
員
は
６
人
（
申
込

順
）
で
す
。
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
手
話
通
訳　

フ
ァ
ク
ス
（
042

─
563
─
５
９
３
１
）
ま
た
は
市

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
が
、

９
月
26
日
よ
り
始
ま
り
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
種
類
は
、

大
会
運
営
に
携
わ
る
「
大
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
大
会
に
間
接

的
に
携
わ
る
「
都
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

募
集
要
項
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
は
、
次
の
問
合
せ
先
・
ホ
ー

　

野
火
止
用
水
沿
川
の
６
市

（
東
大
和
市
、
立
川
市
、
小
平

①
放
火
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

・
車
庫
や
物
置
等
は
施
錠
す
る

・
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
す
る

・
ご
み
は
収
集
日
の
朝
、
決
め

ら
れ
た
場
所
に
出
す

・
車
や
バ
イ
ク
に
は
、
防
炎
製

の
シ
ー
ト
を
か
け
る

②
電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

・
コ
ン
セ
ン
ト
の
タ
コ
足
配
線

は
止
め
る

・
プ
ラ
グ
部
分
に
ホ
コ
リ
を
溜

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
大
会
開
催
期
間　

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
：
平
成
32
年

７
月
24
日
〜
８
月
９
日

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
：
平
成
32

年
８
月
25
日
〜
９
月
６
日

▽
応
募
締
切
り　

12
月
上
旬

（
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
）

▽
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
問
合
せ

先　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
大

市
、
東
村
山
市
、
東
久
留
米
市
、

清
瀬
市
）
が
、
同
日
一
斉
に
保

全
活
動
（
ご
み
拾
い
等
）
を
行

い
ま
す
。
当
日
は
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

企
業
等
の
方

防災行政無線で放送した最新の内容を最大３時間後まで電話（０４２－５６３―２４１１）で確認することができます（「チャイム」、「サイレン」、
「下校時の見守り放送」は除く」）／問合せ　防災安全課・内線１３５２まで

11月９日㈮～15日㈭

秋の火災予防運動

住宅火災から身を守るために
■たばこ 
・布団やベッドの上での喫煙は、絶対にしない 
・飲酒→喫煙→うたた寝に注意する 
・吸殻は、水で完全に消火してから捨てる 
・吸殻は灰皿等に溜めず、定期的に捨てる 
・シーツや布団カバー、枕カバーは防炎品を使う 
■電気ストーブ 
・周囲に燃えやすいものを置かない 
・外出時、就寝時は必ず消す 
・洗濯物を乾かすために使用しない 
■こんろ 
・こんろから離れる際は、必ず火を消す 
・こんろの周りに、燃えやすいものを置かない 
・換気扇や壁、魚グリル等は定期的に掃除をする 
・調理をする際は、防炎品のエプロンやアームカバ

ー等を使用する 
・Ｓｉセンサーの付いたこんろを使用する 

全ての居室、台所、階段に設置しましょう。 
また、電池切れの時は新しい電池に交換するか、本体を交
換しましょう。機器の耐用年数１０年を経過したものは、
交換を検討しましょう。 

～住宅用火災警報器を設置しましょう～

野
火
止
用
水

６
市
共
同
ク
リ
ー
ン
デ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
募
集

女性に対する 
暴力をなくす

運動
◀女性に対する暴力根絶
　のためのシンボルマーク

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　
　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

　
　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

図書館からのお知らせ（11 月）
おはなし会

場所 対象（【 】は内容） 実施日・時間 

中央図書館 
☎042-564- 

2454 

4 歳～小学 1 年生 
（保護者入場可） 

２日㈮・16 日 ㈮
午後 3 時 30 分～4 時

小学 2 年生以上 10 日 ㈯・24 日 ㈯
午後 3 時 30 分～4 時

桜が丘図書館 
☎042-567- 

2231 

3 歳以下および保護者 
【わらべうたと絵本】 

9 日㈮
午前 10 時 30 分～11 時

4 歳以上 午後 3 時 30 分～4 時

清原図書館 
☎042-564- 

2944 

3 歳以下および保護者 
【わらべうたと絵本】 

8 日㈭・22 日㈭

8 日㈭・22 日㈭

 
午前 10 時 30 分～11 時

4 歳以上 14 日 ㈬・28 日 ㈬
午後 3 時 30 分～4 時

※予約の必要はありません。当日直接会場にお越しください。

移動図書館「みずうみ号」巡回日程
ステーション名 巡回時間 巡回日

多摩湖畔自治会集会所前 午後1時30分～2時15分 7 日㈬
21 日 ㈬上北台団地東側 午後2時30分～3時15分

蔵敷公民館 午後3時30分～4時15分
向原市民センター 午後2時30分～3時15分 14 日 ㈬

28 日 ㈬清水神社境内 午後3時30分～4時15分
※悪天候の日はお休みします。運行については中央図書館までお
問い合わせください。 

開館時間・休館日 
  月 火 水 木 金 土 日

中央図書館 午前10時
～午後5時 休館日

午前 10 時～午後 7 時 午前 10 時～
午後 5 時

桜が丘図書館 午前 10 時～午後 5 時 清原図書館 休館日 
【休館日】毎週火曜日（清原図書館は毎週月曜日も休館）、毎月第
3 木曜日、土・日曜日を除く祝日、年末年始、特別資料整理期間 
中央図書館・桜が丘図書館：11月6・13・15・20・23・27日
清原図書館：11月5・6・12・13・15・19・20・23・26・27日

秋
の
谷
戸
沢
処
分
場
自
然
観
察
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催
し
ま
す

市
政
情
報

　コ
ー
ナ
ー

男
女
共
同
参
画

　川
柳
メ
モ
帳
を

　
　作
成
し
ま
し
た

市役所☎042−563−2111（代）平成 3 0 ・ 1 1 ・ 13 東やまと市報



子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の

虐
待
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

児
童
虐
待
防
止

LINE 

相
談
実
施
中

11
月
は

子
ど
も
・
若
者
育
成

　
　
支
援
強
調
月
間

子
育
て
応
援
し
ま
す
！

病
児
・
病
後
児　

　
　
　
　
保
育
と

お
迎
え
サ
ー
ビ
ス

避
難
行
動　
　
　

　
要
支
援
者
登
録

　
　
　
　

受
付
中

家
具
転
倒　
　
　

防
止
器
具

　
　
　
取
付
事
業

　

子
ど
も
と
高
齢
者
へ
の
虐
待

は
依
然
と
し
て
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
、
障
害
者
へ
の
虐
待
も

増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
介
護
は
長
期
に
わ

た
る
た
め
、
家
族
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
り
、
相
談
機
関
や
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
上
手
に
活

用
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
（
児
童
虐
待
防
止
法
）

　

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
11

月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
標
語
は

「
未
来
へ
と　

命
を
繋
ぐ　

189

（
い
ち
は
や
く
）」
に
決
定
し
ま

し
た
。

〔
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
〕

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
（
タ
イ
ト
ル

下
の
イ
ラ
ス
ト
）
は
子
ど
も
の

虐
待
を
防
止
す
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等

に
関
す
る
法
律
（
高
齢
者
虐
待

防
止
法
）

　

こ
の
法
律
は
、
高
齢
者
へ
の

虐
待
の
防
止
と
保
護
、
高
齢
者

を
支
え
る
養
護
者
（
家
族
等
）

の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等

に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
虐
待

防
止
法
）

　

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
市
で

は
、「
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
」
を
障
害
福
祉
課
（
市
役

所
１
階
）
内
に
設
置
し
、
障
害

者
に
対
す
る
虐
待
の
通
報
受
付

や
相
談
等
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
で
は
、
11
月
1
日
㈭

～
14
日
㈬
ま
で
、
無
料
通
信
ア

プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
利
用
し

た
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の

子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
子
育
て

の
悩
み
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
時
間　

平
日
：
午
前
9
時
～

午
後
９
時　

土
・
日
曜
日
、
祝

日
：
午
前
9
時
～
午
後
５
時

▽
ア
ク
セ
ス
方
法

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ア

ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
保
健
局
少
子

社
会
対
策
部
計
画
課
☎
03
―
５

３
２
０
―
４
２
０
０
へ
。

◎
病
児
・
病
後
児
保
育

　

お
子
さ
ん
が
病
気
の
た
め
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
等

に
通
園
、通
学
で
き
な
い
場
合
、

保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る

制
度
で
す
。
市
で
は
、
市
内
医

療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象　

満
６
か
月
～
小
学
校

６
年
生

▽
保
育
日
時　

月
～
金
曜
日
の

午
前
８
時
～
午
後
６
時（
祝
日
、

年
末
年
始
等
は
除
く
）

▽
定
員　

６
人

▽
保
育
料　

１
日
二
、
○
○
○

円
。
同
一
の
疾
病
に
よ
り
２
日

　

11
月
は
平
成
30
年
度
「
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

で
す
。
家
庭
・
地
域
・
学
校
・

行
政
が
一
体
と
な
り
青
少
年
を

見
守
り
、
支
援
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

▽
青
少
年
健
全
育
成
方
針
重
点

目
標
（
各
取
り
組
み
）

・
全
体　

生
き
る
力
を
養
い
、

す
べ
て
の
命
を
大
切
に
し
よ
う

・
家
庭　

子
ど
も
と
心
の
通
う

温
か
な
家
庭
を
築
こ
う

・
地
域　

す
べ
て
の
大
人
が
積

極
的
に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
ろ

う・
学
校　

学
校
・
子
ど
も
た
ち
・

地
域
が
ふ
れ
あ
え
る
環
境
を
つ

く
ろ
う

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

　

市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
の
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

登
録
者
情
報
は
、
地
域
（
民

生
委
員
、
自
治
会
等
）・
関
係

機
関
（
警
察
署
・
消
防
署
、
社

会
福
祉
協
議
会
）
に
提
供
さ
れ
、

災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
や
支

援
活
動
が
速
や
か
に
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

▽
対
象　

①
要
介
護
認
定
３
以
上
の
方

②
心
身
等
に
障
害
が
あ
る
方

③
要
支
援
、
要
介
護
認
定
１
・

２
で
一
人
暮
ら
し
の
方

④
要
支
援
、
要
介
護
認
定
１
・

２
で
同
居
者
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
方

　

全
員
が
70
歳
以
上
の
方
及
び

障
害
の
あ
る
方
で
構
成
さ
れ
た

世
帯
に
対
し
て
、
災
害
時
の
家

具
転
倒
防
止
器
具
な
ど
を
無
料

で
取
り
付
け
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
で
構
成
す
る
世
帯
の
う
ち
、

世
帯
員
全
員
が
次
の
①
～
④
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
70
歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上

の
方

③
愛
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

２
級
以
上
の
方

※
過
去
に
市
で
取
り
付
け
を
行

っ
た
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

以
上
連
続
し
て
利
用
す
る
場
合

の
２
日
目
以
降
の
保
育
料
は�

一
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
。

市
外
の
方
は
、
登
録
料
、
保
育

料
が
異
な
り
ま
す
。

◎
お
迎
え
サ
ー
ビ
ス

　

在
籍
し
て
い
る
保
育
園
等�

で
お
子
さ
ん
が
体
調
不
良
と
な

り
、
保
護
者
が
迎
え
に
行
け
な

い
場
合
、
病
児
・
病
後
児
保
育

室
の
保
育
士
が
保
護
者
に
代
わ

っ
て
保
育
園
等
に
迎
え
に
行
き
、

同
保
育
室
で
保
育
し
ま
す
。
な

お
、
対
象
年
齢
、
利
用
方
法
等

が
通
常
利
用
の
場
合
と
異
な
り

ま
す
。

▽
利
用
要
件　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
場
合

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内

に
所
在
す
る
保
育
園
、
認
定
こ

ど
も
園
、
小
規
模
保
育
、
家
庭

的
保
育
、
認
証
保
育
所
、
幼
稚

園
在
籍
児
童
で
満
６
か
月
～
小

学
校
就
学
前
の
児
童

・
発
熱
等
で
入
院
加
療
を
必
要

と
し
な
い
場
合

▽
利
用
方
法

①
保
育
園
等
か
ら
児
童
の
体
調

不
良
に
よ
る
お
迎
え
の
依
頼
の

連
絡
が
あ
っ
た
後
に
、
病
児
・

病
後
児
保
育
室
に
直
接
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
原
則
、
病
児
・
病
後
児
保
育

室
に
お
い
て
、
事
前
の
利
用
登

録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

※
当
日
の
保
育
室
の
利
用
状
況
、

保
育
士
の
配
置
状
況
に
よ
り
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
費
用　

お
迎
え
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
伴
う
交
通
費
等
の
実
費
は
、

徴
収
し
ま
せ
ん
。
保
育
料
は
別

途
徴
収
い
た
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▽
保
育
場
所　

す
こ
や
か
病�

児
・
病
後
児
保
育
室
（
中
央
4

―
853
―
6
。
☎
042
―
590
―
０
４

１
５
）

▽
注
意
事
項　

４
月
か
ら
次
の

と
お
り
保
育
室
の
利
用
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
保
育
室
の
衛
生
管

理
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
１
歳
６
か
月
を
過
ぎ
た
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
児
童
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

・
水
痘
を
患
っ
て
い
る
児
童
が

入
室
予
定
の
日
に
は
、
水
痘
ワ

ク
チ
ン
未
接
種
の
児
童
は
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
２
ま
で
。

⑤
難
病
（
国
・
都
の
難
病
等
医

療
助
成
認
定
）
患
者
の
方

⑥
妊
産
婦
・
乳
幼
児

⑦
そ
の
他
支
援
が
必
要
と
判
断

さ
れ
る
方

※
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
居
し
て

い
る
方
は
除
き
ま
す
。

※
以
前
登
録
を
辞
退
さ
れ
た
方

で
も
、
状
況
が
変
わ
り
登
録
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
登
録
方
法　

所
定
の
登
録
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

福
祉
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
書
の
配
布
場
所　

福
祉

推
進
課
、
高
齢
介
護
課
（
市
役

所
２
階
）、障
害
福
祉
課
（
市
役

所
１
階
）、公
民
館
、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
３
ま
で
。

▽
支
給
内
容　

家
具
転
倒
防
止

用
の
「
つ
っ
ぱ
り
棒
」、
Ｔ
字
型

家
具
転
倒
防
止
器
具
、
家
具
転

倒
防
止
板
な
ど
。

▽
申
請
方
法　

①
の
方
は
高
齢

介
護
課
、
②
③
④
の
方
は
障
害

福
祉
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
請
内
容
を
審
査
後
、
取

り
付
け
の
可
否
を
決
定
し
て
通

知
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

▽
問
合
せ　

①
の
方
は
高
齢
介

護
課
・
内
線
１
１
７
６
ま
で
、

②
③
④
の
方
は
障
害
福
祉
課･

内
線
１
１
２
３
ま
で
。

虐待の種類
○身体的虐待
　なぐる、たたく、けるなど身体に外傷が生じ、または
生じる恐れのある暴行が見受けられる場合
○心理的虐待
　�家族間・施設内の差別的な扱い、言葉による侮辱・脅
迫・無視などによって心理的に不安定で日常生活に支
障をきたす精神状態が見受けられる場合
○性的虐待
　性的な暴力やいたずらを受けたと見受けられる場合
○ネグレクト
　�育児・介護の日常的な世話の放棄・拒否・怠慢（治療
の受診をさせない、食事を与えない、家に閉じ込める、
戸外に閉め出すなど）が見受けられる場合
○経済的虐待
　�高齢者や障害者の年金など現金を渡さない、または取
り上げて無断で使用する、不動産を無断で処分するな
ど、過度の経済的不安を与えたと見受けられる場合

疑いを持った場合は
必ず連絡を

　虐待をする背景には、自分が親などか
ら虐待を受けて育ってきた、周囲からの
孤立など、ストレスや葛藤があります。
「おやっ？」と思ったり虐待に気付いた
りするなど疑いを持った場合は、必ず連
絡をしてください。連絡していただいた
方の個人情報は守られます。皆さんの連
絡が子ども、高齢者、障害者、そして虐
待する家族や養護者等を救います｡

虐待に関する連絡・問い合わせ先
【子どもの虐待】� 　・子ども家庭支援センター　☎042-565-3651
� 　・児童相談所全国共通ダイヤル　☎189（いちはやく）
【高齢者の虐待】	 養護者による虐待、養護者の支援に関すること
� 　・東大和市高齢者ほっと支援センター
� 　　　いもくぼ（芋窪3-1611-1　☎042-563-8777）　
� 　　　　担当地域：多摩湖、芋窪、蔵敷、奈良橋、湖畔、高木、狭山、上北台１・２丁目
� 　　　きよはら（清原1-1�34号棟１階　☎042-590-1138）
� 　　　　　担当地域：清水、仲原、向原、清原、新堀
� 　　　なんがい（南街2-49-3　☎042-566-8133）　
� 　　　　　担当地域：上北台３丁目、桜が丘、立野、中央、南街
� 　・高齢介護課�内線1176まで。
	 養介護施設従事者等による虐待に関すること
� 　・高齢介護課・内線1138まで。
【障害者の虐待】� 　・障害者虐待防止センター（障害福祉課内）内線1123まで。

12月１日㈯、子ども家庭支援センターは休館します 12月1日㈯はワックス清掃のため終日休館となります。来館を予定していた方には、ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解ご協力をお願いいたします／問合せ　子ども家庭支援センター☎042-565-3651まで

市役所☎042−563−2111（代） 平成 3 0 ・ 1 1 ・ 1 4東やまと市報



講
演
会

～
多
様
な
子
ど
も
た
ち
の

発
達
支
援
～

｢

い
つ
で
も･

ど
こ
で
も･

だ
れ
と
で
も｣

障
害
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

就
労
Ｂ
で

「
が
ん
ば
る
」
を

支
え
る

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー

「
そ
え
る
」

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に

解
決
策
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
～

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
で
学
ぶ
！

障
害
の
あ
る
方
の

災
害
時
支
援

　

障

⃝

医
療
制
度
は
心
身
障
害�

者
（
児
）
の
保
健
の
向
上
と
福

祉
の
増
進
を
目
的
に
、
東
京
都

が
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。
こ
の
度
の
制
度
改

正
で
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
が
対
象
要
件
に
追
加

さ
れ
、
11
月
１
日
㈭
か
ら
、
事

前
申
請
を
開
始
し
ま
す
。

▽
対
象
要
件

　

以
下
の
①
～
④
全
て
に
該
当

す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
住
所
要
件
：
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方

②
障
害
要
件
：
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
持
し
て

基本チェックリスト調査結果
〜介護予防について〜

　市では、毎年４月、要支援・要介護の方を除く75歳以上の奇数歳の方を対象に、基本チ
ェックリスト調査を実施しています。今回、介護予防の大切さを改めて確認していただく
ために、今年度実施した基本チェックリスト調査の結果（８月末日時点）を報告します。

基本チェックリストとは
　近い将来に要支援・介護状態になるリスク
の有無について簡易的に把握することができ
る日常生活に関連した質問票です。調査結果
はリスク有と判定された方に対し、郵送でお
知らせしています。

介護予防とは
　介護予防とは、要介護状態になることをで
きる限り遅らせる、もしくは、要介護状態で
あっても悪化をできる限り防ぐための取組み
のことです。日々、介護予防の取り組みを積
み重ねていくことがとても大切です。

▽問合せ　高齢介護課・内線１１７９まで。

結果を受けて
　今回の調査では、「運動器の機能低下」と判定
された方、「口腔機能の低下」と判定された方は、
リスク有と判定された方の６割に達し、複数のリ
スク有と判定された方もいます。また、要支援・
介護のリスクとは別に131人の方が「閉じこもり
傾向にある」、983人の方が「気分が沈みがち」と
判定されました。
　市では、介護予防教室（詳細左記）等を実施し、
高齢者の皆さんがいつまでも元気に暮らせるよ
う、介護予防の知識・技術を提供しています。また、
市内には介護予防に取り組んでいる自主グループ
もあります。ぜひ、ご参加ください。

リスク有

回答者全体
3,769人

回答率:89.8%

リスク無 31

69

%

%

（1,166人）

（2,603人）

基本チェックリスト結果

口腔機能の
低下

低栄養

55人

704人713人

246人

800人

600人

400人

200人

人

運動器の
機能低下

日常生活
全般

リスク有の内訳（延べ人数）

精
神
障
害
者

　
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　
　
　
　
を
お
持
ち
の
方
へ

心
身
障
害
者
（
児
）

　
医
療
費
助
成
制
度

　
　
　
事
前
申
請
受
付
開
始

い
る
方

③
医
療
保
険
給
付
要
件
：
国
民

健
康
保
険
ま
た
は
都
が
定
め
る

社
会
保
険
各
法
に
よ
る
医
療
の

給
付
が
行
わ
れ
る
方

④
所
得
要
件
：
平
成
29
年
中
の

所
得
額
（
20
歳
未
満
の
方
の
場

合
は
世
帯
主
等
）
が
下
表
の
基

準
額
以
下
の
方

▽
対
象
除
外　

次
に
該
当
す
る

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

②
東
京
都
規
則
に
定
め
る
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方

③
後
期
高
齢
者
医
療
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、
市
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

▽
必
要
な
物

①
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
有

効
な
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
（
１
級
）

②
保
険
証

③
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

④
平
成
30
年
１
月
１
日
以
降
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、
個
人
番
号

が
分
か
る
も
の
（
通
知
カ
ー
ド

ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
ま

た
は
市
民
税
の
課
税
状
況
を
証

明
す
る
も
の
（
い
ず
れ
も
手
帳

所
持
者
が
20
歳
以
上
の
場
合
は

所
持
者
本
人
、
20
歳
未
満
の
場

合
は
世
帯
主
等
の
も
の
）

▽
問
合
先　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
６
ま
で
。

　

子
ど
も
た
ち
の
気
に
な
る
行

動
か
ら
、
あ
り
の
ま
ま
の
発
達

特
性
を
知
り
、
日
常
の
遊
び
を

通
じ
て
発
達
を
支
援
し
て
い
く

方
法
に
つ
い
て
、
保
育
園
・
幼

稚
園
で
の
指
導
経
験
豊
か
な
講

師
が
講
演
し
ま
す
。
子
育
て
の

ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
た
講
演
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
子
ど
も

の
発
達
支
援
に
関
心
あ
る
方

▽
日
時　

11
月
30
日
㈮
午
前
10

時
～
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
講
師　

藤
原
里
美
氏
（
臨
床

発
達
心
理
士
、
チ
ャ
イ
ル
ド
フ

ッ
ド
ラ
ボ
代
表
理
事
）

▽
費
用　

無
料

▽
問
合
せ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
～
と
ふ
る
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
516
―
３
９
８

２
（
フ
ァ
ク
ス
042
―
516
―
３
９

８
４
）
へ
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

の
利
用
者
で
、
一
般
企
業
で
働

き
た
い
と
い
う
希
望
を
持
つ
方

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。ご
本
人
の「
が

ん
ば
る
」
気
持
ち
を
ど
の
よ
う

に
支
援
す
る
か
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
就
労
Ｂ

の
支
援
員
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
世
話
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
か
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

支
援
者
、
障
害
の
あ
る
方
の
支

援
者
、
関
心
の
あ
る
方

▽
日
時　

11
月
29
日
㈭
午
後
５

時
～
７
時
30
分

▽
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
～
と
ふ
る

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
内
容　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川

職
員
講
話
、
市
内
事
業
所
の
事

例
報
告
、
関
係
機
関
の
交
流
、

所得制限基準額
扶養親族等の人数 基準額

０人 360万4千円
１人 398万4千円
２人 436万4千円
３人 474万4千円

※�基準額は、収入額から給与所
得控除額と所得控除を差し引
いたもの。１人増すごとに38
万円を加算。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

障
害
福

祉
課
・
内
線
１
１
２
３
（
フ
ァ

ク
ス
042
―
563
―
５
９
２
８
）
ま

で
。

　
「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済
的

な
問
題
と
あ
わ
せ
て
、
精
神
的

な
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
な
ど
、

様
々
な
問
題
に
対
し
て
専
門
の

支
援
員
が
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
住
居
確
保
給

付
金
と
し
て
、
一
定
の
要
件
の

も
と
、
離
職
者
に
対
す
る
家
賃

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
失

業
等
に
よ
り
生
活
に
お
困
り
の

方
、
ま
た
は
こ
の
事
業
に
よ
る

支
援
を
必
要
と
す
る
方

※
住
居
確
保
給
付
金
の
利
用
は
、

一
定
の
資
産
収
入
要
件
等
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
支
援
の
内
容　

相
談
を
行
い
、

ご
本
人
に
と
っ
て
適
切
な
窓
口

へ
ご
案
内
し
ま
す
。
状
況
に
よ

り
、
相
談
員
が
支
援
制
度
・
手

続
き
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
開
設
時
間　

午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・

内
線
１
０
８
１
ま
で
。

　
『
あ
な
た
は
災
害
時
に
避
難

す
る
と
き
、
近
く
に
住
ん
で
い

る
障
害
の
あ
る
方
の
家
に
様
子

を
伺
い
に
行
き
ま
す
か
？
』

　
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」と
は
、「
岐

路
」
や
「
分
か
れ
道
」
の
こ
と

で
、
ど
ち
ら
か
選
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
面
で
、
自
ら
考
え
、

ま
た
他
の
人
の
意
見
を
聞
き
、

皆
で
考
え
る
ゲ
ー
ム
形
式
の
教

材
で
す
。「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
を

体
験
し
、
災
害
時
に
お
け
る
障

害
の
あ
る
方
な
ど
、
手
助
け
が

必
要
な
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

障
害
の
あ
る
方
、
家

族
、
支
援
者
、
関
心
の
あ
る
方

介護予防教室のご案内
いきいき運動プラス（３期）

　転倒予防のためのバランス機能や歩行機能のトレーニ
ングを行います。また、口腔体操、栄養改善に必要な知
識等を学ぶための講座、認知機能の低下予防のためのレ
クリエーションも行います。費用は無料です。

▽対　象　教室開始日時点で、65歳以上の方
※要支援・要介護認定を受けている方はご利用いただけません。

▽定　員　�20人（定員超過の場合は、初回の方を優先の上、
抽選）

▽実施日　�12月４日～平成31年３月12日毎週火曜日（年
末年始は除く）全14回

▽時　間　午後２時～４時（１時30分受付開始）

▽場　所　清原市民センター

▽講　師　健康運動指導士、栄養士、歯科衛生士等

▽持ち物　タオル、飲み物、筆記用具（動きやすい服装）

楽しみマッスル教室（５・６期）
　筋力向上を目的とした、マシントレーニングを行いま
す。トレーニングには負荷量の微調整が可能な機器を使
用します。費用は無料です。

▽対　象　教室開始日時点で、65歳以上の方
※要支援・要介護認定を受けている方はご利用いただけません。

▽定　員　�各10人（定員超過の場合は、初回の方を優先
の上、抽選）

▽実施日　５期：�12月７日～平成31年３月22日毎週金曜
日（年末年始は除く）全14回

　　　　　６期：�12月10日～平成31年３月25日毎週月曜
日（うち２回は火曜日開催・年末年始
は除く）全14回

▽時　間　�午前10時～11時30分（火曜日開催時は午後１
時～２時30分）

▽場　所　東大和市ロンドみんなの体育館

▽講　師　理学療法士、健康運動指導士等

▽持ち物　タオル、飲み物、筆記用具（動きやすい服装）
【共通事項】

▽申込方法　以下の２つの方法
　・窓口の場合：高齢介護課（市役所２階）
　・はがきの場合：①～⑤を記入し高齢介護課まで郵送
　　①氏名（ふりがな）　②生年月日　③住所�
　　④電話番号　⑤希望の教室・実施期
※はがき１枚につき、１教室の申込みとなります。
※電話では申込みできません。

▽申込期限　11月16日㈮午後５時（郵送は必着）

▽問 合 せ　高齢介護課・内線1179まで。

▽
日
時　

11
月
27
日
㈫
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

東
大
和
市
役
所
会
議

棟
第
１
会
議
室

▽
定
員　

30
人

※
手
話
通
訳
希
望
の
方
は
11
月

13
日
㈫
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
み　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
（
フ
ァ
ク
ス
042
―

563
―
５
９
２
８
）
ま
で
。

市役所本庁舎に来庁した方の 
行政手続き等の手話通訳を行います 

日にち 2日㈮ 9日㈮ 16日㈮ 22日㈭ 30日㈮
時 間 午前 9 時～午後 5 時 
場 所 相談室 2（市役所 1 階 食堂向かい） 
問合せ 障害福祉課・内線 1123 

ファクス 042-563-5928 

今月の「手話通訳者がいる日」

「東大和元気ゆうゆう体操in市役所中庭」 11月５日（月）午後０時30分～０時50分、市役所中庭で開催（雨天時は中止、当日の開催の有無はツイッ
ター等に掲載）。東大和元気ゆうゆうポイント対象事業／高齢介護課・内線1179まで

市役所☎042−563−2111（代）平成 3 0 ・ 1 1 ・ 1 5 東やまと市報



平
成
29
年
度
　
　
　
　

　
　
　
　
決
算
の
概
要

一
般
会
計
の
　

　
決
算
の
概
要

（
地
方
財
政
状
況
調
査
）

　

平
成
29
年
度
の
決
算
が
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ

の
１
年
間
の
収
入（
歳
入
）は
、約
五
四
四
億
八
、三

六
七
万
円
で
前
年
度
比
1.6
％
の
減
と
な
り
、
支
出

（
歳
出
）
は
、
約
五
二
〇
億
四
、
三
九
三
万
円
で

前
年
度
比
2.3
％
の
減
と
な
り
ま
し
た（
表
１
参
照
）。

▪
お
問
合
せ
は
、
財
政
課
・
内
線
１
４
３
１
ま
で
。

〈表１〉平成29年度会計別決算額
区　分

会　計
歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

（形式収支）
翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

一 般 会 計
億 万 円 億 万 円 億 万 円 億 万 円 億 万 円

330 5,519 3,366 316 3,436 2,298 14 2,083 1,068 0 14 2,083 1,068

国民健康保険事業特別会計 107 8,935 500 103 9,543 4,270 3 9,391 6,230 0 3 9,391 6,230

下水道事業特別会計 21 3,755 7,945 20 8,419 4,493 5,336 3,452 0 5,336 3,452

土地区画整理事業特別会計 7,039 8,113 6,382 7,751 657 362 0 657 362

介護保険事業特別会計 64 6,179 1,035 59 2,411 773 5 3,768 262 0 5 3,768 262

後期高齢者医療特別会計 19 6,938 618 19 4,199 9,389 2,738 1,229 0 2,738 1,229

合 計 544 8,367 1,577 520 4,392 8,974 24 3,974 2,603 0 24 3,974 2,603

〈表２〉地方財政状況調査（決算統計）における普通会計の決算収支状況� （単位：千円）

区分 歳入総額

A

歳出総額

B

歳入歳出差引額

A－B� C

翌年度に
繰り越す
べき財源

D

実質収支

C－D� E

単年度収支

F

積立金

G

繰上償還金

H

積立金取崩し額

I

実質単年度収支

F＋G＋H－I
J

29年度 33,029,067 31,608,236 1,420,831 0 1,420,831 △�73,702 747,338 0 558,086 115,550

28年度 34,697,816 33,100,214 1,597,602 103,069 1,494,533 221,271 636,647 0 783,117 74,801

※１　普通会計：決算統計上、一般会計と公営事業会計を除く特別会計を合算した会計区分
※２　単年度収支［F］:当該年度決算による実質収支［E］から前年度の実質収支を差し引いた額
※３　実質単年度収支［J］：その年度の黒字要素（積立金・繰上償還金）や赤字要素（積立金取崩し額）を単年度収支に加味した収支

【主な歳入】� （単位：千円）

科　目 決算額 対前年度比 増減の主な理由
市税 12,671,570 △�114,065 　―

うち個人 5,337,956 △�173,524 譲渡所得の減少等に伴う減額

うち法人 540,995 27,375 一部法人の収益の改善等に伴う増額

うち固定資産税 5,192,428 50,623 家屋の新築等による増額

地方消費税交付金 1,686,621 36,936 東京都の交付原資の増加に伴う増額

地方交付税 1,873,286 138,553 普通交付税の増額

うち普通交付税 1,738,215 148,054 基準財政収入額の減少等に伴う増額

国庫支出金 6,411,437 541,888 保育所等整備交付金及び学校施設環境改善交付金の皆増

都支出金 4,871,078 132,830 障害者自立支援給付費等負担金及び保育所等施設整備に係る補助金の増額

市債 1,462,497 △�1,205,555 学校給食センター新築事業債の皆減等

うち臨時財政対策債 1,219,597 201,545 国の地方債計画等に基づく増額

【主な歳出（目的別）】� （単位：千円）

科　目 決算額 対前年度比 増減の主な理由

民　生　費 17,656,231 771,476 保育所等の施設整備に係る補助金及び障害者自立支援給付費等の増額

総　務　費 3,770,490 △�496,033 市役所本庁舎及び現業棟耐震補強等工事費の皆減等による減額

教　育　費 3,238,752 △�1,825,834 学校給食センター新築工事費の皆減等による減額
衛　生　費 2,245,392 41,952 環境緑化基金への積立等による増額
公　債　費 1,606,546 28,443 借入金の元金償還の増加に伴う増額

　

前
年
度
に
比
べ
、
歳
入
は

4.9
％
の
減
、
歳
出
は
4.6
％
の�

減
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
か
ら

歳
出
を
差
し
引
き
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
財
源
を
除
い
た
実
質
収

支
額
は
、
約
一
四
億
二
、
〇
八

三
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
表
２

参
照
）。

○
歳
入

　

市
税
は
、
市
民
税
（
個
人
）

に
お
い
て
譲
渡
所
得
の
減
に
よ

る
所
得
割
の
減
少
や
市
た
ば
こ

税
が
減
少
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

全
体
で
は
前
年
度
比
で
0.9
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
東

京
都
の
交
付
原
資
の
増
加
に
伴

い
、
2.2
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
特
別
交
付

税
が
減
額
と
な
る
一
方
で
、
普

通
交
付
税
が
増
額
算
定
さ
れ
た

こ
と
で
、
全
体
で
は
前
年
度
比

で
8.0
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
保
育
所
等

整
備
交
付
金
や
学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
の
皆
増
等
に
よ
り
、

前
年
度
比
9.2
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

都
支
出
金
は
、
障
害
者
自
立

支
援
給
付
費
等
負
担
金
や
保
育

所
等
の
施
設
整
備
に
係
る
補
助

金
の
増
額
に
よ
り
、
前
年
度
比

2.8
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※
歳
入
の
内
訳
は
下
図
・
表
の

「
歳
入
」
参
照
。

○
歳
出

　

民
生
費
は
、
歳
出
全
体
の
半

分
を
超
え
る
額
と
な
り
、
主
に

保
育
所
等
に
対
す
る
施
設
整
備

や
運
営
費
の
増
加
等
に
よ
り
、

前
年
度
比
4.6
％
の
増
と
な
り�

ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
市
役
所
本
庁
舎

及
び
現
業
棟
耐
震
補
強
等
工
事

費
等
の
皆
減
に
伴
い
、
前
年
度

比
11
・
6
％
の
減
と
な
り
ま�

し
た
。

　

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
費
の

皆
減
等
に
伴
い
、前
年
度
比
36
・

１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

※
歳
出
の
内
訳
は
下
図
・
表
の

「
歳
出（
目
的
別
）」「
歳
出（
性

質
別
）」
参
照
。

歳 入

歳入総額
330億

2,906万7千円
市民一人当たり
38万5,412円

市税
126億7,157万円

38.3%

使用料及び手数料等
16億8,523万7千円

5.2%

繰入金
7億6,973万9千円

2.3%市債
14億6,249万7千円

4.4%
繰越金

15億9,760万2千円
4.8%

地方消費税交付金
16億8,662万1千円

5.1%

地方交付税
18億7,328万6千円

5.7%

都支出金
48億7,107万8千円

14.8%

国庫支出金
64億1,143万7千円

19.4%

歳出（目的別）

歳出総額
316億

823万6千円
市民一人当たり
36万8,833円

民生費
176億5,623万1千円

55.9%

議会費、商工費等
4億8,623万2千円

1.5%

消防費
11億4,931万3千円

3.6%土木費
14億5,528万円

4.6%
公債費

16億654万6千円
5.1%

衛生費
22億4,539万2千円

7.1%

教育費
32億3,875万2千円

10.3%

総務費
37億7,049万円

11.9%

【主な歳出（性質別）】� （単位：千円）

科　目 決算額 対前年度比 増減の主な理由

扶　助　費 11,224,299 156,683 障害者自立支援給付費、民間保育園運営費及び小規模保育事業費等の増額

物　件　費 4,412,556 105,335 新学校給食センターにおける給食調理配膳業務委託料等の増額
人　件　費 4,289,929 △�35,468 退職手当組合負担金の減額

繰　出　金 3,775,460 87,213 介護保険事業特別会計繰出金及び国民健康保険事業特別会計繰出金の増額
補�助�費�等 3,109,601 90,907 総合福祉センター運営費補助金等の増額

公債費
16億654万6千円

5.1%

歳出（性質別）

住民基本台帳人口：85,698人
（平成30年3月31日現在）

扶助費
112億2,429万9千円

35.5%

歳出総額
316億

823万6千円
市民一人当たり
36万8,833円

積立金、維持補修費等
13億5,603万7千円

4.3%

普通建設事業費
18億3,380万8千円

5.8%

補助費等
31億960万1千円

9.8%

繰出金
37億7,546万円

11.9%

人件費
42億8,992万9千円

13.6%

物件費
44億1,255万6千円

14.0%
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平
成
29
年
度
の
　

　
　
　
主
な
事
業

特
別
会
計
の
　
　

　
　
決
算
の
概
要

財
政
指
標
等

基
金
・
市
債

〈表３〉財政指標
区　　分 平成27年度 平成28年度 平成29年度

財政力指数 0.849 0.860 0.865

経常収支比率 90.8% 92.7% 93.9%

〈表４〉健全化判断比率

区　　分 平成29年度
早期健全化基準 平成28年度 平成29年度

実質赤字比率 12.66% ― ―

連結実質赤字比率 17.66% ― ―

実質公債費比率 25.0% -2.6% -2.6%

将来負担比率 350.0% ― ―
※�早期健全化基準の比率を超えた場合、財政健全化計画を作成
することとなります。
※�「―」は、それぞれの実質赤字額、連結実質赤字額、将来負
担額がないことを表しています。

〈表５〉資金不足比率

区　　分 平成29年度
経営健全化基準 平成28年度 平成29年度

下水道事業 20.00% ― ―

土地区画整理事業 20.00% ― ―
※「―」は、資金不足額がないことを表しています。

■
総
務
費

　

市
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
「
東
京�
ゆ
っ
た
り
日
和�

東

や
ま
と
」
に
定
め
、
市
の
魅
力

発
信
や
結
婚
支
援
事
業
等
の
人

口
減
少
の
抑
制
に
向
け
た
取
組

の
実
施

■
民
生
費

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
の
小

規
模
保
育
園
の
新
規
開
設
や
保

育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
等

に
よ
る
子
育
て
支
援
の
実
施
、

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
や

介
護
予
防
の
促
進
を
図
る
東
大

和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
実
施

■
衛
生
費

　

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
配
置
に
よ
る
出
産
・
子
育

て
に
関
す
る
き
め
細
か
な
相
談

・
支
援
の
実
施
、
ア
ラ
イ
グ
マ

・
ハ
ク
ビ
シ
ン
防
除
事
業
の
実

施
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
の
策
定

■
商
工
費

　

東
大
和
市
創
業
塾
の
継
続
開

催
、
商
工
会
に
対
す
る
空
き
店

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

舗
活
用
事
業
補
助
金
及
び
若
手

技
術
者
育
成
事
業
補
助
金

■
土
木
費

　

駅
周
辺
の
自
転
車
等
駐
車
場

の
整
備
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
す
る
自
立
型
ソ
ー
ラ

ー
ス
タ
ン
ド
の
設
置
、
雨
水
浸

透
施
設
設
置
工
事
、
公
園
の
長

寿
命
化
工
事
、
都
市
計
画
道
路�

３
・
５
・
20
号
線
用
地
買
収

■
消
防
費

　

第
六
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
更
新
、
災
害
時
の
備
蓄

食
糧
等
の
整
備

■
教
育
費

　
「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
」
の
配
置
等
に
よ
る
教

育
相
談
機
能
の
強
化
、「
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
及
び
「
学

習
支
援
員
」
の
配
置
、
小
学
校

体
育
館
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
耐

震
化
工
事
、
中
学
校
特
別
教
室

冷
房
設
備
設
置
工
事
、
小
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
工
事
、
市
民

体
育
館
冷
房
設
備
設
置
工
事

た
実
質
収
支
額
は
、約
三
億
九
、

三
九
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
入

　

国
民
健
康
保
険
税
が
前
年
度

比
6.3
％
減
の
約
一
七
億
一
、�

八
四
〇
万
円
、
国
庫
支
出
金
が

2.7
％
増
の
約
二
一
億
三
、
八
八

〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
出

　

保
険
給
付
費
が
前
年
度
比�

0.9
％
減
の
約
六
一
億
三
、
五
〇

二
万
円
、
共
同
事
業
拠
出
金
が

4.5
％
減
の
約
二
二
億
六
、
七
四

一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引�

い
た
実
質
収
支
額
は
、
約
五
、�

三
三
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
入

　

下
水
道
使
用
料
が
前
年
度
比

7.9
％
増
の
約
一
三
億
三
、
〇�

七
九
万
円
、
市
債
（
借
入
金
）

が
6.6
％
減
の
三
億
六
、
四
一
〇

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
出

　

公
共
下
水
道
管
渠
布
設
工�

事
等
の
事
業
費
が
前
年
度
比�

38
・
2
％
増
の
約
一
億
七
、
二

六
二
万
円
、
公
債
費
が
4.1
％
減

の
約
一
二
億
四
、
六
三
二
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
約
六
五�

七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
入

　

前
年
度
比
37
・
１
％
減
の
約

七
、
〇
四
〇
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

○
歳
出

　

前
年
度
比
10
・
７
％
減
の�

約
六
、
三
八
三
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

■
介
護
保
険
事
業

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、約
五
億
三
、

七
六
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
入

　

保
険
料
が
前
年
度
比
1.9
％�

増
の
約
一
二
億
九
、
一
六
二
万

円
、
国
庫
支
出
金
が
前
年
度
比

17
・
８
％
増
の
約
一
二
億
六
、

〇
〇
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
出

　

保
険
給
付
費
が
前
年
度
比

6.7
％
増
の
約
五
一
億
五
、
四
〇

一
万
円
、
地
域
支
援
事
業
費
が

37
・
９
％
増
の
約
二
億
二
六
八

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
約
二
、
七

三
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
入

　

医
療
保
険
料
が
前
年
度
比

5.8
％
増
の
約
八
億
九
、
二
四
五

万
円
、
一
般
会
計
繰
入
金
が

0.6
％
増
の
約
九
億
五
、
九
五
四

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
出

　

広
域
連
合
納
付
金
が
前
年�

度
比
3.7
％
増
の
約
一
七
億
五
、

一
八
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
決
算
に
お
け
る

主
な
財
政
指
標
等
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

■
財
政
力
指
数

　

財
政
力
指
数
と
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
力
を
判
断
す
る

た
め
の
理
論
上
の
指
数
で
、
こ

の
指
数
が
大
き
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
１

を
超
え
る
地
方
公
共
団
体
は
、

国
か
ら
の
普
通
交
付
税
が
交
付

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
の
財
政
力
指

数
は
０
・
865
と
な
り
ま
し
た（
表

３
参
照
）。

■
経
常
収
支
比
率

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
指
標
の
こ
と

で
す
。
経
常
的
支
出
（
人
件
費

や
扶
助
費
等
）
に
必
要
な
財
源

の
経
常
的
収
入
（
市
税
等
の
一

般
財
源
）
に
対
す
る
割
合
で
、

現
在
、
市
で
は
90
％
以
内
に
抑

え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
の
経
常
収
支

比
率
は
93
・
９
％
と
な
り
ま
し

た
（
表
３
参
照
）。

■
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率

　

全
て
の
指
標
が
早
期
健
全
化

基
準
等
を
下
回
っ
て
お
り
、
市

財
政
の
健
全
性
が
保
た
れ
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
４
・

５
参
照
）

■
基
金
（
積
立
金
）
現
在
高

　

基
金
と
は
、
目
的
を
も
っ
て

資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
に
設

け
た
も
の
で
、
一
般
会
計
で
は
、

年
度
間
の
財
源
調
整
を
図
る
財

政
調
整
基
金
と
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
た
め
の
特
定
目
的
基
金

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
末
の
基
金
現
在

高
は
、
前
年
度
比
約
六
億
四
、

七
九
一
万
九
、
〇
〇
〇
円
、�

17
・
9
％
増
の
約
四
二
億
六
、

六
四
三
万
四
、
〇
〇
〇
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
財
政

調
整
基
金
は
、
前
年
度
比
約
一

億
八
、
九
二
五
万
三
、
〇
〇
〇

円
、
9.1
％
増
の
約
二
二
億
七
、

〇
二
三
万
三
、
〇
〇
〇
円
、
特

定
目
的
基
金
は
前
年
度
比
約
四

億
五
、
八
六
六
万
七
、
〇
〇
〇

円
、
29
・
８
％
増
の
約
一
九
億

九
、
六
二
〇
万
一
、
〇
〇
〇
円

と
な
り
ま
し
た
（
表
６
参
照
）。

■
市
債
（
借
入
金
）
現
在
高

　

道
路
、
下
水
道
等
の
整
備
や

小
学
校
校
舎
外
壁
・
建
具
改
修

工
事
等
、
将
来
に
わ
た
っ
て
効

果
が
残
る
事
業
の
財
源
に
つ
い

て
は
、
市
債
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
末
の
一
般
会
計

の
市
債
の
残
高
は
、
前
年
度
比

六
七
万
八
、
〇
〇
〇
円
減
の
約

二
〇
五
億
二
、
四
六
六
万
二
、

〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
、

前
年
度
比
約
四
億
一
、
一
三
九

万
二
、
〇
〇
〇
円
、
3.0
％
増
の

約
一
四
二
億
四
、
五
七
五
万
六
、

〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
債
は
、
前
年
度

比
約
六
億
四
、
八
〇
四
万
九
、

〇
〇
〇
円
、
6.4
％
減
の
約
九
五

億
四
、
六
九
九
万
六
、
〇
〇
〇

円
と
な
り
ま
し
た（
表
７
参
照
）。

健全化判断比率
○�実質赤字比率　一般会計における実質赤
字額の標準財政規模に占める割合のこと

○�連結実質赤字比率　一般会計に国民健康
保険事業等の特別会計を加えた全会計に
おける実質赤字額の標準財政規模に占め
る割合のこと

○�実質公債費比率　公債費（借入金の償還
額）による財政負担の程度を示す指標の
こと

○�将来負担比率　将来的に負担することに
なる実質的負債に当たる額（将来負担額）
の標準財政規模に対する割合のこと

※標準財政規模とは、地方公共団体の一般
財源（市税等）の標準規模を示すもので、
平成29年度の東大和市の標準財政規模は
167億1,711万3,000円となっています。

＜表６＞　　基金（積立金）現在高
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＜表７＞　　市債（借入金）現在高
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※�臨時財政対策債は、国の地方財政対策として、市税等の
経常的収入の不足を補うための借入金です。将来の公債
費負担に対しては、税金により国が補てんすることとな
っています。
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▽
申
込
区
分　

家
族
向
・
単
身

者
向
（
一
般
募
集
住
宅
）・
若

年
夫
婦
・
子
育
て
世
帯
向
（
定

期
使
用
住
宅
）・
居
室
内
で
病
死

等
が
あ
っ
た
住
宅

▽
申
込
資
格　

①
申
込
者
本
人

が
都
内
に
居
住
す
る
成
年
者

（
20
歳
未
満
の
既
婚
者
を
含
む
）

で
、
そ
の
こ
と
が
住
民
票
で
証

　

立
野
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

事
業
施
行
地
区
内
の
保
留
地
の

購
入
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
条
件　

自
ら
居
住
す
る

た
め
に
住
宅
を
建
築
さ
れ
る
方

▽
売
却
者
決
定
方
法　

抽
選

▽
区
画
の
概
要　

処
分
す
る
保

留
地
は
、
次
の
２
画
地
で
す
。

・
立
野
一
丁
目
19
街
区
⑧
︱
２

画
地
／
面
積
：
160
・75
㎡
／
処
分

価
額
：
二
，
五
六
四
万
円

※
用
途
は
、
第
二
種
中
高
層
住

居
専
用
地
域
（
建
ぺ
い
率
60
％
、

容
積
率
200
％
）
で
す
が
、
一
部

分
が
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
（
建
ぺ
い
率
50
％
、
容
積
率

100
％
）
に
跨
っ
て
い
ま
す
。

・
立
野
一
丁
目
19
街
区
⑬
画
地

／
面
積
：
102
・
15
㎡
／
用
途
：
第

二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

（
建
ぺ
い
率
60
％
、
容
積
率

200
％
）
／
処
分
価
額
：
二
，
〇

三
三
万
円

※
２
画
地
と
も
立
野
一
丁
目
地

区
地
区
計
画
区
域
内
で
す
。

▽
申
込
書
の
配
布
・
受
付　

11
月
１
日
㈭
～
21
日
㈬
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）
に
区
画
整
理

課
（
市
役
所
２
階
）

※
現
地
を
ご
確
認
の
上
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
抽
選
日
時･

場
所　

11
月
30

日
㈮
午
前
10
時
、
市
役
所
会
議

棟
第
２
会
議
室

▽
問
合
せ　

区
画
整
理
課
・
内

線
１
２
８
１
ま
で
。

明
で
き
る
こ
と
。
外
国
人
に
つ

い
て
は
在
留
資
格
が
住
民
票
で

確
認
で
き
る
こ
と
（
単
身
者
は

３
年
以
上
都
内
に
居
住
し
て
い

る
こ
と
）
②
同
居
親
族
が
い
る

こ
と
（
単
身
者
向
を
除
く
）
③

所
得
が
東
京
都
の
定
め
る
基
準

内
で
あ
る
こ
と
④
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
⑤
申
込
者
（
同
居

親
族
を
含
む
）
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

※
申
込
資
格
等
詳
細
は
募
集
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
書
配
布
期
間
・
場
所　

11
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮
：
地
域

振
興
課
（
市
役
所
３
階
、
土
・

日
曜
日
は
除
く
）、
市
民
セ
ン

タ
ー
（
土
・
日
曜
日
含
む
）。

※
配
布
期
間
中
の
み
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東

京
（
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

▽
申
込
受
付　

郵
送
で
11
月
13

日
㈫
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局
に
届

い
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募
集

セ
ン
タ
ー
：
11
月
13
日
㈫
ま
で

☎
０
５
７
０
︱
０
１
０
８
１
０

（
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く
）、以

降
は
☎
03
︱
３
４
９
８
︱
８
８

９
４
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）
へ
。

　

東
大
和
市
の
観
光
資
源
に
つ

い
て
知
識
を
深
め
、
東
大
和
の

魅
力
を
広
め
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
し
、
そ
の

養
成
講
座
を
２
日
間
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
両
日
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容

①
１
日
目
：
11
月
24
日
㈯
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
／

「
写
真
で
み
る
・
撮
る
多
摩
湖

の
自
然
と
歴
史
」

②
２
日
目
：
12
月
１
日
㈯
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
／

「
写
真
で
み
る
・
撮
る
西
武
鉄

道
拝
島
線
の
歴
史
」

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▽
集
合
場
所　

①
奈
良
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

②
東
大
和
市
商
工
会
館

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
講
師　

長
島
季
範
氏
（
日
本

写
真
協
会
会
員
）、
杉
山
俊
也
氏

（
都
立
狭
山
公
園
レ
ン
ジ
ャ
ー

部
）、佐
藤
賢
三
氏（
東
大
和
交

通
史
研
究
の
会
）

▽
持
ち
物　

写
真
撮
影
の
た
め

の
機
材
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

カ
メ
ラ
機
能
付
き
携
帯
電
話
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
）

▽
申
込
み　

11
月
16
日
㈮
ま
で

に
産
業
振
興
課
・
内
線
１
０
７

４
ま
で
。

　

来
年
の
う
ま
か
ん
べ
ぇ
～
祭

は
平
成
31
年
５
月
11
日
㈯
・
12

日
㈰
に
都
立
東
大
和
南
公
園
で

開
催
し
ま
す
。
こ
の
う
ま
か
ん

べ
ぇ
～
祭
の
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
展
す
る
団
体
を
募
集
し

ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
東

大
和
ら
し
い
創
作
グ
ル
メ
の
中

か
ら
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し

ま
す
。

▽
応
募
方
法　

11
月
5
日
㈪
か

ら
配
布
す
る
出
展
要
項
を
お
読

み
に
な
り
、
平
成
31
年
１
月
４

日
㈮
ま
で
に
必
要
書
類
を
産
業

振
興
課
（
市
役
所
１
階
）
へ
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
出
展

要
項
・
応
募
用
紙
は
産
業
振
興

課
に
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）。

▽
募
集
団
体
数　

20
団
体
程
度

▽
出
展
希
望
団
体
説
明
会　

出

展
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し

た
説
明
会
を
11
月
29
日
㈭
午
後

７
時
か
ら
市
役
所
会
議
棟
第
４

会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。
申
込

不
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

東
京
都
住
宅
供
給
公
社

都
営
住
宅

  

入
居
者
募
集

　

最
近
、
自
転
車
が
関
わ
る
交

通
事
故
の
割
合
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
信
号
無
視
や
車

道
の
右
側
を
走
行
す
る
な
ど
、

自
転
車
利
用
者
に
よ
る
無
謀
な

運
転
も
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
交
通
ル
ー
ル
の
必

要
性
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
、ス
ケ
ア
ー
ド
・

ス
ト
レ
イ
ト
方
式
に
よ
る
体
験

型
自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
「
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ

ト
」
と
は
、「
恐
怖
を
直
視
さ
せ

る
」
と
い
う
意
味
で
、
ス
タ
ン

ト
マ
ン
が
受
講
者
の
目
の
前
で

交
通
事
故
を
再
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
の
衝
撃
や
怖

さ
を
実
感
さ
せ
、
交
通
ル
ー
ル

の
必
要
性
に
つ
い
て
受
講
者
自

身
に
考
え
る
機
会
を
与
え
る
と

い
う
教
育
技
法
で
す
。

　

今
回
は
、
市
立
第
三
中
学
校

に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
見
学
で
き
ま
す
の
で
、

交
通
安
全
の
意
識
を
見
直
す
機

会
と
し
て
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
場
所　

11
月
９
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
３
時
、
市
立

第
三
中
学
校
校
庭

※
雨
天
時
は
中
学
校
体
育
館

▽
主
な
内
容　

ス
タ
ン
ト
マ
ン

に
よ
る
交
通
事
故
再
現

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

体
験
型
自
転
車

  
交
通
安
全
教
室

ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ

イ
ト
方
式
に
よ
る

　

審
議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま

す（
当
日
先
着
順
）。
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
申

込
不
要
）。

■
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会

　

11
月
８
日
㈭
午
後
７
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
１

会
議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　

５

人
／
地
域
振
興
課
・
内
線
１
７

１
５
ま
で
。

■
地
域
福
祉
審
議
会
障
害
者
部

会

　

11
月
15
日
㈭
午
後
７
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
10

会
議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　

10

人
／
手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は

11
月
７
日
㈬
ま
で
に
障
害
福
祉

課
（
フ
ァ
ク
ス
042
︱
563
︱
５
９

２
８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／

障
害
福
祉
課
・
内
線
１
１
２
３

ま
で
。

■
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

会
議

　

11
月
17
日
㈯
午
前
９
時
30
分

か
ら
／
場
所　

中
央
公
民
館
／

傍
聴
人
の
定
員　

５
人
／
企
画

課
・
内
線
１
４
２
２
ま
で
。

　

行
政
書
士
で
社
会
人
落
語
家

で
も
あ
る
講
師
に
よ
る
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
や
遺
言
知
識

を
深
め
る
落
語
を
通
じ
て
、
自

分
ら
し
く
生
き
、
自
分
と
向
き

合
う
こ
と
に
つ
い
て
楽
し
く
学

べ
る
講
座
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方

▽
日
時　

12
月
３
日
㈪
午
後
１

時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第

１
・
２
会
議
室

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
講
師　

生
島
清
身
氏
（
行
政

書
士
）

東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
共
催

笑
っ
て
学
ぼ
う
！ 

人
生

笑
顔
で
！
「
笑
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
」
落
語
講
座

▽
第
49
回
東
や
ま
と
産
業
ま
つ

り
／
11
月
３
日
（
祝
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時
、
４
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
３
時
30
分
／
東

大
和
市
役
所
／
11
月
３
日
（
祝

日
）
に
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で

開
催
の
『
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
』
に
も
出
演
予
定

▽
第
41
回
福
祉
祭
／
11
月
11
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

／
東
大
和
市
役
所

▽
多
摩
モ
ノ
ま
つ
り
２
０
１
８

／
11
月
17
日
㈯
／
午
前
10
時
～

午
後
３
時
／
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
車
両
基
地
（
立
川
市
）

▽
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
20
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
／
上
北
台
駅

／
11
月
27
日
㈫
午
前
11
時
～
11

時
40
分
（
予
定
）

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

▽
手
話
通
訳　

11
月
19
日
㈪
ま

で
に
フ
ァ
ク
ス
（
042
︱
563
︱
５

９
３
１
）
ま
た
は
メ
ー
ル

（chiikisinko@
city.higashi

yam
ato.lg.jp

）
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

11
月
30
日
㈮

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

地
域
振

興
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

■
社
会
教
育
委
員
会
議

　

11
月
20
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
５

会
議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　

５

人
／
社
会
教
育
課
・
内
線
１
５

５
３
ま
で
。

■
地
域
自
立
支
援
協
議
会

　

11
月
22
日
㈭
午
後
１
時
30
分

か
ら
／
場
所　

中
央
公
民
館
／

傍
聴
者
の
定
員　

10
人
／
手
話

通
訳
が
必
要
な
方
は
11
月
９
日

㈮
ま
で
に
障
害
福
祉
課
（
フ
ァ

ク
ス
042
︱
563
︱
５
９
２
８
）へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
／
障
害
福
祉

課
・
内
線
１
１
２
３
ま
で
。

立
野
一
丁
目

　   
保
留
地
を
公
売
し
ま
す
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気
温
や
湿
度
の
低
下
と
と
も

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
等
、
冬
の
感
染
症
が

流
行
す
る
季
節
に
な
り
ま
す
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
お
こ
る
感
染
症
で
、

毎
年
秋
か
ら
春
の
気
温
や
湿
度

が
低
い
時
期
に
流
行
し
ま
す
が
、

今
年
は
一
部
の
地
域
で
す
で
に

流
行
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
風

邪
と
よ
く
似
た
症
状
が
み
ら
れ

ま
す
が
、
風
邪
に
比
べ
症
状
が

重
く
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
で
は
、

肺
炎
を
起
こ
し
た
り
、
重
症
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
咳
や

く
し
ゃ
み
で
飛
び
散
っ
た
ウ
イ

ル
ス
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
手
に

着
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
口
か
ら
入

っ
て
感
染
す
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
感
染
に
か
か

わ
ら
ず
、
マ
ス
ク
等
で
周
り
に

広
げ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
感
染
予
防
に
は

予
防
接
種
だ
け
で
な
く
、
手
洗

い
、
う
が
い
、
休
養
、
食
事
と

い
っ
た
生
活
習
慣
を
整
え
、
抵

抗
力
を
備
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

【
感
染
性
胃
腸
炎
】

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
等
の
感
染
に
よ
っ
て
、
主

に
下
痢
や
嘔
吐
が
起
こ
り
ま
す
。

・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス　

ウ
イ
ル
ス

が
と
て
も
小
さ
く
、
長
時
間
空

気
中
を
漂
う
た
め
、
咳
や
く
し

ゃ
み
か
ら
だ
け
で
な
く
、
空
気

中
の
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
で

感
染
し
ま
す
。
感
染
力
が
強
く
、

ご
く
少
量
の
ウ
イ
ル
ス
で
も
感

染
す
る
た
め
、
毎
年
、
施
設
内

◎
11
月
11
日
㈰
～
17
日
㈯
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

　

国
税
庁
で
は
、
こ
の
期
間
中

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
様
々
な
取
組
や
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
確
定
申
告
は
便
利
な
「
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
」
で
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
！
ス
マ
ホ
で
も
申
告

で
き
ま
す

　

ス
マ
ホ
で
申
告
す
る
に
は
事

前
に
税
務
署
に
来
署
し
て
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続

き
等
詳
し
く
は
立
川
税
務
署
へ
。

◎
年
末
調
整
等
説
明
会

　

給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、

平
成
30
年
分
年
末
調
整
等
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
は
立
川
地
方
合
同
庁
舎
と

な
り
ま
す
。
東
大
和
市
内
で
の

　

市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立

川
と
の
共
催
に
よ
り
、
就
職
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。
企
業
の

人
事
担
当
者
と
直
接
面
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
８
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
（
事
前
予

約
制
）

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
10

会
議
室

▽
持
ち
物　

履
歴
書
（
写
真
貼

付
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紹
介
状

※
市
内
の
企
業
２
～
４
社
程
度

開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
９
日
㈮
午
前
10

時
～
正
午

▽
場
所　

立
川
地
方
合
同
庁
舎

◎
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明

会
　

立
川
税
務
署
で
は
、
事
業
者

の
方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税

の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
消
費
税

の
軽
減
税
率
制
度
は
、
平
成
31

年
10
月
１
日
㈫
か
ら
の
消
費
税

率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
と
同
時

に
実
施
さ
れ
、
す
べ
て
の
事
業

者
の
方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▽
日
時　

11
月
27
日
㈫
～
29
日

㈭
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

立
川
地
方
合
同
庁
舎

※
ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
立
川
税

務
署
☎
042
︱
523
︱
１
１
８
１
へ
。

　

平
成
30
年
１
月
２
日
～
平
成

31
年
１
月
１
日
に
新
築
・
増
築

さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
、
平

成
31
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
と

都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
課
税
の
基

礎
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
算
出

の
た
め
の
調
査
を
現
在
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
家
屋
に

は
市
の
職
員
が
伺
い
、
家
屋
の

床
面
積
や
内
部
・
外
部
の
使
用

資
材
等
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
該
当
の
家
屋
を
お
持
ち

の
方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
日
程
等
に
つ
い
て
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家

屋
の
取
り
壊
し
を
し
た
場
合
も
、

次
年
度
か
ら
課
税
を
し
な
い
た

め
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
９
ま
で
。

■
平
成
30
年
度
東
京
都
消
防
褒

賞
　

消
防
団
員
と
し
て
永
年
勤
続

し
、
消
防
業
務
の
功
績
が
顕
著

で
あ
り
、
消
防
団
員
の
模
範
と

な
る
方
と
し
て
10
月
24
日
に
東

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
さ
れ

る
廃
棄
物
（
ご
み
・
落
ち
葉
等
）

を
露
地
や
ド
ラ
ム
缶
等
で
焼
却

す
る
こ
と
は
、
違
法
及
び
都
条

例
に
よ
り
原
則
禁
止
と
な
っ
て

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
児

童
・
生
徒
の
健
全
育
成
の
一
環

と
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
あ
い

さ
つ
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
定
め
、

顔
見
知
り
の
子
ど
も
た
ち
に
大

人
か
ら
あ
い
さ
つ
や
声
を
か
け
、

地
域
の「
ふ
れ
あ
い
の
き
ず
な
」

を
強
め
て
い
く
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
市
内
小
中
学
校
か
ら

募
集
し
選
出
さ
れ
た
最
優
秀
作

品
の
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
を
市
内

各
所
に
掲
示
し
ま
す
。

今月の不燃ごみは、13日㈫～16日㈮の間で収集します 各地域、収集曜日が異なりますので、ごみ排出カレンダーやごみ分別
アプリでご確認ください。／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

や
家
族
内
で
の
集
団
感
染
が
報

告
さ
れ
ま
す
。
下
痢
、
嘔
吐
が

激
し
く
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
で

は
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。

・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス　

大
人
で
は

一
般
的
な
風
邪
症
状
の
み
で
あ

っ
た
り
、
や
や
お
腹
の
調
子
が

悪
い
程
度
の
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
乳
幼
児
が
か
か
る
と
、
激

し
い
下
痢
や
嘔
吐
を
起
こ
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
大
人
か
ら
乳

幼
児
へ
の
感
染
に
対
し
て
注
意

が
必
要
で
す
。

　

下
痢
や
嘔
吐
が
み
ら
れ
た
ら
、

無
理
に
飲
食
せ
ず
、
早
め
の
受

診
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ど

ち
ら
も
感
染
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

は
こ
ま
め
な
手
洗
い
で
す
。
う

が
い
や
マ
ス
ク
の
使
用
で
、
ウ

イ
ル
ス
を
拡
げ
な
い
、
口
か
ら

の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で

す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
︱
565
︱
５
２
１
１
ま
で
。

京
都
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
（
敬
称
略
）。

・
第
四
分
団
長　

武
藤
修
一

・
第
五
分
団
長　

金
野
眞
澄

■
平
成
30
年
度
東
京
都
青
少

年
・
治
安
対
策
本
部
長
賞

　

こ
れ
ま
で
の
防
犯
活
動
の
功

績
に
対
し
次
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
（
敬
称
略
）。

・
渡
邉
辰
男

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

い
ま
す
。
野
外
焼
却
を
火
事
と

間
違
え
て
消
防
署
に
通
報
さ
れ

る
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
廃

棄
物
は
、
適
切
な
方
法
で
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
良

好
な
環
境
の
下
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
お
互
い
が
気

持
ち
よ
く
生
活
す
る
た
め
の
大

切
な
習
慣
で
す
。
た
く
さ
ん
の

人
が
、
元
気
に
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
が
で
き
る
東
大
和
市
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内

線
１
５
３
３
ま
で
。

就
職
面
接
会

立
川
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

11
月
は
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
の
第

一
人
者
で
あ
る
エ
イ
チ
タ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長
原
亮
氏
を
お

招
き
し
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
の

ビ
ジ
ネ
ス
ト

　創
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
　
　
　
　
　開
催

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
、

見
学
し
た
い
方
、
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

創
業
間
も
な
い
方
、

創
業
に
関
心
の
あ
る
方
、
創
業

を
目
指
し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
お
申
込
み
い
た
だ

け
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
16
日
㈮
午
後
５

時
～
７
時

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
東
大
和
寮

▽
費
用　

500
円
（
軽
食
・
お
飲

物
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

▽
問
合
せ　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ

ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）
担
当
☎
042

︱
565
︱
１
１
９
５
へ
。

家
屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

野
外
で
の
焼
却

　
　に
つ
い
て

申込期限 申込先

粗大ごみ

12月14日（金）

粗大ごみ受付センター
☎042-562-6500

くみ取り式便所の
し尿くみ取り ごみ対策課（市役所３階）

☎042-563-2111（内線1241）
浄化槽の清掃

排出時のお願い排出時のお願い

が
参
加
し
ま
す
。

※
参
加
求
人
の
内
容
は
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
立
川
の
窓
口
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。　

▽
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立

川
事
業
所
第
一
部
門
☎
042
︱
525

︱
８
６
１
５
、
東
大
和
就
職
情

報
室
・
内
線
１
１
９
４
へ
。

防
災
・
防
犯

　活
動
表
彰

地
域
の
安
全
・
安
心
に
貢
献

１１／１号⑨－B（差替え） 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

さかそうよ 笑顔の花を あいさつで

▲あいさつバッジ

市役所☎042−563−2111（代）9 東やまと市報平成 3 0 ・ 1 1 ・ 1



■
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

予
防
接
種
を
風
邪
の
流
行
前
に

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
の

定
期
予
防
接
種
は
、
一
生
に
１

回
対
象
と
な
り
、
そ
の
時
期
に

の
み
公
費
負
担
が
受
け
ら
れ
、

自
己
負
担
五
、
〇
〇
〇
円
で
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対

象
の
年
齢
の
方
に
は
、
５
月
に

ご
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
対
象
の
要
件
を
ご
確
認
の

上
、
希
望
す
る
方
は
、
接
種
期

限
ま
で
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
接
種
期
限
を
過
ぎ
ま

す
と
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

左
表
の
と
お
り

ま
す
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査

　

左
表
の
と
お
り
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
対
象
者
に

は
、
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

■
幼
児
の
む
し
歯
予
防
教
室

　

１
歳
～
１
歳
６
か
月
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
／
11
月
19
日
㈪

午
前
10
時
～
11
時
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
24
組
（
申

込
順
）
／
食
生
活
と
む
し
歯
予

防
の
話
、
仕
上
げ
磨
き
の
練
習

／
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
、
保

育
士
／
母
子
健
康
手
帳

■
11
月
の
幼
児
歯
科
健
康
診
査

　

１
歳
６
か
月
児
健
診
受
診
後

～
４
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
ま

で
の
幼
児
と
保
護
者
／
11
月
５

日
㈪
・
29
日
㈭
午
前
９
時
30
分

～
11
時
、
20
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
３
時
（
幼
児
歯
科
健
康
診

査
を
初
め
て
受
け
る
方
は
受
付

終
了
30
分
前
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い
）
／
場
所　

市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
／
30
組
程
度
（
要
予

約
）
／
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
な
ど
／
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ

プ
、
予
約
カ
ー
ド
（
幼
児
歯
科

健
康
診
査
を
初
め
て
受
け
る
方

は
母
子
健
康
手
帳
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
専
門
医
が
相
談
に

の
り
ま
す
。

11
月
７
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

（
事
前
予
約
制
）
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
︱
565

︱
５
２
１
１
ま
で
。

■
平
日
準
夜
帯
の
小
児
初
期
救

急
診
療

診
療
日　

火
・
水
・
金
曜
日
（
祝

日
は
除
く
）
／
受
付
時
間　

午

後
７
時
～
９
時
30
分
／
場
所

東
大
和
病
院
／
詳
細
は
東
大
和

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
／
東
大
和
病
院
☎
042

︱
562
︱
１
４
１
１
へ
。

■
「
第
二
次
東
大
和
市
学
校
教

育
振
興
基
本
計
画（
素
案
）」
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
等

の
方
／
意
見
提
出
・
閲
覧
等
期

限　

11
月
28
日
㈬
／
閲
覧
・
配

布
場
所　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
教
育
総
務
課
（
市
役
所
５

階
）
／
教
育
総
務
課
・
内
線
１

５
１
１
ま
で
。

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
福
祉
標
語
最
優
秀
作
品
が
決

定
し
ま
し
た

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市

内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
福
祉

標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

最
優
秀
作
品

　

手
は
い
つ
も

　
　

と
ど
く
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　

あ
る
ん
だ
よ

第
十
小
学
校
三
年

　
　
　
　
　

正
木
遥は

る

愛あ

さ
ん

　

福
祉
標
語
の
表
彰
式
は
、
11

月
11
日
㈰
開
催
の
福
祉
祭
で
行

い
ま
す
／
社
会
福
祉
協
議
会
☎

042
︱
564
︱
０
０
１
２
へ
。

◎
あ
ん
し
ん
講
座
～
自
分
そ
し

て
家
族
の
安
心
の
た
め
に
～

　

第
１
回
：
12
月
11
日
㈫
午
前

10
時
～
正
午
「
お
さ
え
て
お
こ

う
！
成
年
後
見
制
度
」、
第
２

回
：
12
月
18
日
㈫
午
前
10
時
～

正
午
「
知
っ
て
お
こ
う
！
民
事

信
託（
家
族
信
託
）」、
第
３
回
：

12
月
25
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
「
考
え
て
お
こ
う
！

あ
ん
し
ん
居
住
制
度
」
／
講

師　

第
１
・
２
回
：
鈴
木
加
津

志
氏（
鈴
木
加
津
志
司
法
書
士

事
務
所
）、
第
３
回
：（
公
財
）

東
京
都
防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
／
場
所　

社
会
福

祉
協
議
会
／
各
回
20
人
（
申
込

順
。
全
３
回
参
加
で
き
る
方
が

望
ま
し
い
）／
無
料
／
12
月
３

日
㈪
ま
で
に
電
話
で
申
込
み

（
手
話
通
訳
は
要
相
談
）
／
あ

ん
し
ん
東
大
和
☎
042
︱
590
︱
０

０
１
８
、
フ
ァ
ク
ス
042
︱
564
︱

３
６
８
０
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
無

料
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ス
マ
ホ
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
写
真
を
パ
ソ
コ

ン
に
取
り
込
も
う
（
初
心
者
向

け
）」
参
加
者
募
集

　

市
内
在
住
の
方
／
11
月
21
日

㈬
午
前
10
時
～
正
午
ま
た
は
午

後
２
時
～
４
時
、
11
月
22
日
㈭

午
前
10
時
～
正
午
ま
た
は
午
後

情報マップ

接
種
期
限　

平
成
31
年
３
月
31

日
㈰
／
接
種
費
用　

五
、
〇
〇

〇
円

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
方
や
、
対
象
外
の
方
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
任
意

接
種
で
全
額
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
の
で
、
直
接
医
療
機
関
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
／
市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
042
︱
565
︱
５
２
１

１
ま
で
。

■
糖
尿
病
予
防
教
室（
保
育
付
）

「
血
糖
値
が
高
い
と
ど
う
な

る
？ 

～
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕

方
を
学
び
ま
し
ょ
う
」

　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
大
切

な
基
本
的
知
識
、
食
事
や
運
動

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

教
室
で
す
。

　

概
ね
65
歳
未
満
の
方
／
日
時

等　

左
表
の
と
お
り
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
程

度
（
申
込
順
）
／
保
育　

３
～

４
か
月
児
健
診
後
～
１
歳
未
満

（
申
込
順
）

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
11
月
14
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申
込

順
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、
試
食（
保
護
者
の
み
）／

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
～
11
か
月
）

　

生
後
７
～
11
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
11
月
28
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人

（
申
込
順
）／
保
育
室
有
り（
15

人
。申
込
順
）／
離
乳
食
の
進
め

方
の
話
、
調
理
実
習
、
試
食（
親

子
）／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用

具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
バ

ス
タ
オ
ル

■
育
児
相
談
会
（
イ
ル
カ
グ
ル

ー
プ
）

　

同
年
代
の
お
母
さ
ん
と
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

35
歳
以
上
で
第
１
子
を
出
産

し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ

ん
（
１
歳
４
か
月
ま
で
）
／

11
月
14
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～

11
時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
育
児
相
談
会
～
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
で
き
ま
す
）
／
11
月
16

日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
11
時
／

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

や
小
児
科
医
と
の
相
談
が
で
き

■
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
体
験
会
（
小

さ
な
弓
の
会
）
／
幼
児
か
ら
シ

ニ
ア
ま
で
／
11
月
４
日
㈰
・
11

日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
５
時
／

■場
桜
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
／
15

人（
申
込
順
）／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
指
導
／
■講
嵩
岡
文
／
■申
11
月

10
日
ま
で
に
野
口
090
︱
５
３
２

９
︱
０
９
０
２
へ

■
歌
声
ホ
リ
デ
ー
（
歌
声
「
和

音
」）／
ど
な
た
で
も
／
11
月
３

日
㈷
・
23
日
㈷
午
後
１
時
30
分

～
３
時
／
■場
気
ま
ま
館
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
／
30
人（
申
込
順
）／

歌
声
の
つ
ど
い
／
■費
300
円
／
■問

松
本
090
︱
４
５
３
２
︱
６
１
３

２■
上
北
台
公
民
館
25
周
年
記
念

公
開
講
座
「
公
民
館
の
歴
史
と

現
在
」（
お
と
な
の
社
会
科
）／

11
月
16
日
㈮
午
後
２
時
～
４
時

／
■場
上
北
台
公
民
館
／
公
民
館

を
使
っ
て
い
る
人
も
知
ら
な
い

人
も
必
見
!!
／
■講
後
藤
祥
夫
／

■費
非
会
員
200
円
／
■問
柴
田
090
︱

４
０
２
５
︱
３
８
１
１

■
川
の
清
掃
「
第
35
回
空
堀
川

の
清
掃
」（
空
堀
川
を
考
え
る
会
）

／
11
月
17
日
㈯
午
前
９
時
～
11

時（
小
雨
決
行
。雨
天
の
場
合
は

翌
日
へ
順
延
）
／
上
砂
一
の
橋

右
岸
広
場
集
合
／
軍
手
と
火
バ

サ
ミ
は
主
催
者
で
用
意
、
保
険

は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
／
後

援
：
東
京
都
北
多
摩
北
部
建
設

事
務
所
／
協
賛
：
東
大
和
市
、

森
永
乳
業
㈱
／
■問
小
倉
070
︱
１

４
４
８
︱
０
６
５
８

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

・
11
月
３
日
㈯
／
小
池
歯
科（
南

街
４
︱
１
︱
１
根
岸
南
ビ
ル
２

階
）
☎
042
︱
563
︱
９
１
０
０

・
11
月
23
日
㈮
／
大
川
歯
科
医

院（
中
央
１
︱
１
１
３
１
︱
21
）

☎
042
︱
565
︱
２
５
８
８

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
／
持
ち
物　

保
険
証

（
乳
幼
児
医
療
証
等
を
お
持
ち

の
方
は
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
）
／
受
診
前
に
歯
科
医
療
機

関
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
の
歯
科
医
療
機
関
の
輪
番

制
な
の
で
、
毎
回
場
所
が
異
な

り
ま
す
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
042
︱
565
︱
５
２
１
１
ま
で
。

11

日曜日と祝日の急患診療 科目　内科、小児科／受付時間　午前10時～11時45分及び午後1時～ 3時45分／場所　休日急患診療所（立野
1-1034-2。☎042-564-8181）／保険証、乳 医療証、子 医療証、障 受給者証等をお持ちください（お持ちの方のみ）。

平成30年度対象者（生年月日）
昭和28年4月2日 〜 昭和29年4月1日
昭和23年4月2日 〜 昭和24年4月1日
昭和18年4月2日 〜 昭和19年4月1日
昭和13年4月2日 〜 昭和14年4月1日
昭和 8 年4月2日 〜 昭和 9 年4月1日
昭和 3 年4月2日 〜 昭和 4 年4月1日
大正12年4月2日 〜 大正13年4月1日
大正 7 年4月2日 〜 大正 8 年4月1日

日　時 内容・講師 持ち物

12月1日㈯
午後1時30分〜3時30分
保育定員：３人

医師の講話
　（東大和市医師会）
血管年齢測定と説明
　（保健師）

筆記用具、健診結果（血
糖、HbA1c値がわかる
もの）、健康手帳（お
持ちの方）

12月11日㈫
午後1時30分〜3時30分
保育定員：６人

運動の実技と講話
　（運動指導士）
歯科の講話
　（歯科衛生士）

筆記用具、健康手帳
（お持ちの方）、
動きやすい服装、飲み物

12月13日㈭
午前9時30分〜正午
保育定員：６人

栄養の講話、調理実習
　（栄養士）

筆記用具、健康手帳
（お持ちの方）、
エプロン、三角巾

健診名 対象者（生年月日） 健診日 受付時間 開始時間

３ 〜 ４ か 月
児 健 康 診 査

平成30年7月5日〜22日 11月 9日 ㈮

午後0時45分
〜1時15分 午後1時

平成30年7月23日〜8月7日 11月30日㈮

１ 歳 ６ か 月
児 健 康 診 査 平成29年4月23日〜5月10日 11月13日㈫

３ 歳 児
健 康 診 査 平成27年10月1日〜26日 11月16日㈮

５ 歳 児
健 康 診 査 平成25年8月11日〜30日 11月27日㈫

銀行

中央通り

青
梅
街
道

大川歯科医院
小池歯科医院

ハミング
ホール

小池歯科医院

２
時
～
４
時
〔
同
一
内
容
（
重

複
不
可
）〕／
場
所　

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
／
各
回
５
人

（
申
込
順
）
／
申
込
受
付　

電

話
で
11
月
５
日
㈪
の
午
前
９
時

か
ら（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎

042
︱
565
︱
０
５
３
１
へ
。
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■
第
32
回
冬
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
）
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
・
在
ク
ラ
ブ
の
高
校
生
以
上

／
12
月
２
日
㈰
午
前
８
時
～
午

後
４
時
（
予
備
日
平
成
31
年
１

月
６
日
㈰
）
／
■場
東
大
和
市
ロ

ン
ド
ン
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／
30

人（
申
込
順
）／
混
合
ダ
ブ
ル
ス

の
親
善
大
会
／
■費
１
人
500
円
／

■申
11
月
22
日
ま
で
に
貴
島
042
︱

511
︱
１
８
５
７
へ
（
フ
ァ
ク
ス

兼
用
）

■
ヨ
ー
ガ
会
員
募
集
（
楽
々
！

シ
ン
プ
ル
・
ヨ
ー
ガ
）／
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
／
毎
週
火
曜
日
午

前
10
時
～
正
午
／
■場
向
原
市
民

セ
ン
タ
ー
／
ヨ
ー
ガ
・
軽
体
操
、

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
／
■月

四
千
円
／
運
動
の
で
き
る
服
装
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水
／
■問
塩

原
070
︱
５
５
７
１
︱
５
８
３
１

■
太
極
拳
会
員
募
集
（
陳
氏
太

極
拳
東
大
和
教
室
）
／
毎
週
月

曜
日
午
後
６
時
30
分
～
８
時
／

■場
向
原
市
民
セ
ン
タ
ー
／
年
齢

に
関
係
な
く
初
歩
か
ら
学
べ
ま

す
／
■持
室
内
運
動
靴
／
■入
千
円

／
■月
二
千
円
／
■問
岡
本
042
︱
565

︱
１
９
３
７

■
自
彊
術
会
員
募
集
（
青
い
ば

ら
）
／
若
い
方
か
ら
高
齢
者
ま

で
／
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
／
■場
向
原
市
民

セ
ン
タ
ー
／
十
文
字
自
彊
術
。

健
康
体
操
を
み
ん
な
で
楽
し
く

や
っ
て
い
ま
す
／
■入
500
円
／
■月

二
千
円（
１
か
月
無
料
体
験
有
）

／
■問
小
町
042
︱
563
︱
３
３
６
５

■
裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談
会
／
夫
婦
関
係
、

扶
養
、
相
続
な
ど
の
家
庭
内
や

親
族
間
の
も
め
ご
と
、
土
地
建

物
、
金
銭
債
務
、
近
隣
問
題
、

交
通
事
故
な
ど
の
民
事
上
の
も

め
ご
と
を
調
停
で
解
決
す
る
手

続
き
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
調

停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

弁
護
士
の
委
員
も
参
加
し
ま
す
。

当
日
先
着
順
で
す
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
／
11
月
10

日
㈯
受
付
：
午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分
／
■場
立
川
市
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ム
／
■問
東

京
家
事
調
停
協
会
03
︱
３
５
０

２
︱
８
８
２
２

■
東
京
都
子
育
て
支
援
員
研
修

（
第
３
期
）
の
受
講
者
募
集

　

子
育
て
支
援
分
野
で
従
事
す

る
上
で
、
必
要
な
知
識
や
技
能

等
を
有
す
る「
子
育
て
支
援
員
」

の
養
成
研
修
（
地
域
子
育
て
支

援
コ
ー
ス
、
放
課
後
児
童
コ
ー

ス
）
／
申
込
方
法
や
研
修
の
詳

細
は
、
東
京
都
福
祉
保
健
財
団

■
大
和
会
公
開
医
学
講
座
20
周

年
記
念
講
演
「
人
生
を
身
も
心

も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
送
る
コ
ツ
～

登
山
を
プ
ロ
ー
ブ
と
し
て
～
」

（
社
会
医
療
法
人
財
団
大
和
会
）

／
11
月
17
日
㈯
午
後
３
時
～
４

時
30
分
／
■場
東
大
和
病
院
／
■講

大
野
秀
樹
／
申
込
不
要
／
■問
大

和
会
法
人
本
部
広
報
企
画
課
042

︱
567
︱
８
３
０
７

■
ひ
と
み
シ
ネ
マ
サ
ロ
ン
副
音

声
・
字
幕
付
き
上
映
会
「
家
族

は
つ
ら
い
よ
２
」（
ひ
と
み
サ
ー

ク
ル
）／
11
月
17
日
㈯
午
後
１

時
開
場
：
１
時
30
分
開
演
／
■場

社
会
福
祉
協
議
会
／
監
督
：
山

田
洋
次
、
出
演
：
橋
爪
功
・
吉

行
和
子
・
小
林
稔
侍
・
笑
福
亭

鶴
瓶
／
■問
社
会
福
祉
協
議
会
042

︱
564
︱
０
０
１
２

■
東
大
和
ふ
れ
あ
い
こ
ど
も
ま

つ
り
＠
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
東

大
和
子
ど
も
劇
場
）
／
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す

／
11
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
４
時
30
分
／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ

ー
ル
／
「
ロ
バ
の
音
楽
座
オ
ン

ガ
ッ
カ
イ
」等（
音
楽
コ
ン
サ
ー

ト
）／
■費
親
子
券
三
千
円（
一
般

二
千
五
百
円
、
子
ど
も
800
円
）

／
無
料
の
ロ
ビ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
遊
び
コ
ー
ナ
ー
有
／
■問

東
大
和
子
ど
も
劇
場
042
︱
563
︱

８
９
３
４じどうかんだより 

☆　むこうはら児童館  ☎042-563-1858　☆
■０歳ママのおしゃべりタイム（乳児を持つ保護者
同士でおしゃべり会）／乳児親子／11月７日午前
11時〜11時30分
■のびのびタイム（ボールであそぼう）／幼児以上
／11月21日午前11時〜11時30分
■あそびの日（大なわとび）／小学生以上／11月
21日午後４時〜４時30分
☆　きよはら児童館　☎042-565-6021　☆
■こぐまちゃんこうえん（大型遊具等で自由に遊ぶ）
／乳幼児／11月13日午前10時30分〜11時30分
■料理教室（カラメルアップルケーキ）／小学生／
11月14日午後３時〜４時30分／18人／50円／申
込受付は5日から。
■こぐまちゃんのおへや（よちよちうんどうかい）
／乳幼児／11月20日午前10時30分〜11時30分
■えほんのもり（絵本の読み聞かせ）／小学生以上
／11月20日午後３時〜３時30分
■工作教室（クリスマスリースづくり）／小学生／
11月21日午後３時〜４時30分／18人／申込受付
は５日から。
☆　ならはし児童館　☎042-562-3600　☆
■絵本のへや／乳幼児・小学生／11月１日・15日
午後３時〜３時30分
■スポーツ教室（ユニホック）／小学２年生以上／
11月９日午後４時〜４時45分
■ちびっこ広場（離乳食のお話）／乳幼児／11月
21日午前10時30分〜11時30分
■クリスマスオーナメント作り／小学生以上／11
月21日午後３時15分〜４時30分／20人／申込受
付は２日から。
■ひよぴよコケコ（ベビーマッサージ）／４か月〜
１歳６か月／11月27日午前10時15分〜11時45
分／油がついてもよいバスタオル
☆　なんがい児童館　☎042-567-2441　☆
■ちびっこあそべるday／乳幼児／11月２日午前
10時〜正午
■こまめちゃん (なんじどおもちゃランドへようこ
そ)／乳幼児／11月６日午前10時30分〜11時15分
■こつぶちゃん（０歳児のお母さんたちの交流の場）
／１歳未満／11月９日午前10時30分〜11時30分
■科学を楽しもう（シャボン玉）／小学生／11月
10日午後１時30分〜３時30分／20人／申込受付
は２日から。
■ししゅう糸でストラップをつくろう／小学生／
11月14日午後３時〜４時30分／20人／申込受付
は２日から。
☆　さくらがおか児童館　☎042-567-2237　☆
■さくらギネス（一輪車、竹馬、なわとびで記録に
挑戦しよう）／小学生以上／11月７日午後３時30
分〜４時30分
■さくらギネス週間／小学生以上／11月８日〜10
日／時間は児童館内のポスターをご覧ください。
■あそんDEパーク（おもちゃを使った室内遊びな
ど）／乳幼児／11月14日午前10時30分〜11時
30分
■ぴよぴよらんど（親子で楽しむふれあい遊びなど）
／生後３〜12か月の乳児／11月20日午前10時30
分〜11時30分
■学んDEパーク（親子ヨガ）／乳幼児／11月28
日午前10時30分〜11時30分／ヨガマットまたは
バスタオル
■料理教室（タコ焼き器でキノコ狩り）／小学生以
上／11月28日午後３時15分〜４時30分／24人／
50円／エプロン、三角巾、水筒、手拭きタオル／申
込受付は14日午後３時30分から。本人またはその
家族が参加費持参で児童館へお申し込みを。定員を
超えた場合４時15分に抽選。
☆　かみきただい児童館　☎042-567-2884　☆
■絵画教室／小学生／11月７日午後３時30分〜４
時50分／15人
■すくすくクラブ（わが子を守る応急救護）／乳幼
児／11月９日午前10時30分〜11時30分／20組
■児童館まつり／幼児以上／11月24日午後１時30
分〜４時／ゲームコーナー、模擬店など。おまつり
チケット１枚100円は６日から販売（無くなり次第
終了）
■ベビママ／２か月〜１歳前後の乳幼児／11月28
日午前10時30分〜11時30分
※定員制の行事は３日前までに申込みを（申込順。
　定員になり次第締め切り）。受付時間は月～土
　曜日の午前10時～午後６時（祝日は除く）。
※乳児・幼児は保護者の付き添いが必要です。

しあわせのはね

わがまちの風物詩

　
し
あ
わ
せ
な
ん
て
／
い
つ
も
は
／

み
え
た
り
し
な
い
の
だ
け
ど
／
よ
ち

よ
ち
あ
る
き
の
七
星
て
ん
と
う
が
／

ひ
と
さ
し
ゆ
び
に
つ
か
ま
っ
て
／
天

へ
む
か
っ
て
飛
び
た
っ
て
い
く
（
七

星
て
ん
と
う
　
西
沢
杏
子
詩
集
『
虫

の
落
と
し
文
』
よ
り
）

　
西
沢
さ
ん
は
、
こ
の
詩
の
中
で
こ

う
書
い
て
い
ま
す
。
テ
ン
ト
ウ
ム
シ

の
赤
い
は
ね
の
下
の
「
セ
ピ
ア
の
う

す
ば
ね
／
あ
れ
が
わ
た
し
の
し
あ
わ

せ
の
色
」

　
ナ
ナ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ
は
成
虫
で
冬

越
し
。
木
の
皮
の
裏
な
ど
で
、
じ
っ

と
春
を
待
つ
の
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
、

そ
ん
な
場
所
を
探
し
に
飛
ん
で
い
き

ま
す
。
し
あ
わ
せ
の
は
ね
を
ふ
る
わ

せ
て
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

〈ナナホシテントウ〉

お問合せ　郷土博物館
☎042-567-4800

〈242〉

■
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま

め
の
会
）
／
子
ど
も
連
れ
の
方

も
可
／
①
11
月
18
日
㈰
②
12
月

２
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時

／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う

ま
め
／
12
人（
申
込
順
）／
介
護

予
防
の
集
ま
り
。
①
ク
リ
ス
マ

ス
飾
り
②
リ
ン
ゴ
の
サ
ン
タ
／

■費
300
円
／
■申
各
回
前
日
ま
で
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め

042
︱
565
︱
９
７
７
８
へ

■
ス
ポ
ー
ツ
＆
ダ
ン
ス
体
験
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（Father’s 

club
）
／
小
学
生
（
ダ
ン
ス
は

小
・
中
学
生
、
市
民
）
／
11
月

24
日
㈯
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
：

午
前
９
時
30
分
～
11
時
15
分
、

ダ
ン
ス
体
験
：
午
前
11
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
／
■場
東
大
和

市
ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
／

バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ダ

ン
ス
体
験
／
■持
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
バ
ス
ケ
参
加
者
は
ボ
ー
ル

／
こ
の
事
業
は
宝
く
じ
の
助
成

金
で
実
施
し
ま
す
／
■問
薄

n-susuki@
ezw

eb.ne.jp

■
ラ
ス
＊
ボ
ニ
ー
タ
ス
の
世
界

２
０
１
８
（
ラ
ス
＊
ボ
ニ
ー
タ

ス
）
／
一
般
／
11
月
24
日
㈯
午

後
１
時
開
場
、
１
時
30
分
開
演

／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
ク
ラ

シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
よ
る
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
／
■問
奥
田
042
︱
843
︱
９

７
２
３

ま
た
は
東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
■問
（
公

財
）
東
京
都
福
祉
保
健
財
団
03

︱
３
３
４
４
︱
８
５
３
３

■
相
続
・
贈
与
・
譲
渡
そ
の
他

税
務
相
談
（
東
京
税
理
士
会
立

川
支
部
）
／
11
月
17
日
㈯
午
後

２
時
～
５
時（
予
約
制
）／
■場
東

京
税
理
士
会
立
川
支
部
／
■問
同

立
川
支
部
042
︱
525
︱
１
３
９
７

■
電
話
相
談
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
／
11

月
12
日
㈪
～
18
日
㈰
午
前
８
時

30
分
～
午
後
７
時（
17
日
㈯
・
18

日
㈰
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

／
電
話
番
号
：
０
５
７
０
︱
070

︱
810
／
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
相

談
に
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
応
じ
ま
す
／
■問
東
京

法
務
局
人
権
擁
護
部
第
二
課
03

︱
５
２
１
３
︱
１
２
３
４

■講
講
演
と
音
楽
の
つ
ど
い
～
多

摩
西
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
業
（
多
摩

西
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
・
昭
島
市
）／
11

月
18
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４

時（
１
時
開
場
）／
■場
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル（
昭
島
市
）／
一
、

一
三
九
人（
当
日
先
着
順
）／
講

演
「
ど
こ
ま
で
も
、
生
き
ぬ
い

て
」
～
夜
回
り
先
生
、
い
の
ち

の
授
業
～
／
■講
水
谷
修
／
合
唱

（
昭
島
市
立
玉
川
小
学
校
合
唱

団
）、
合
奏（
昭
島
市
青
少
年
吹

奏
楽
団
）／
■問
昭
島
市
役
所
秘

書
広
報
課
042
︱
544
︱
５
１
１
１

■
秋
の
防
災
フ
ェ
ス
タ
（
都
立

東
大
和
南
公
園
）
／
11
月
17
日

㈯
午
前
11
時
～
午
後
１
時
（
小

雨
決
行
・
荒
天
中
止
）／
■場
都
立

東
大
和
南
公
園
／
防
災
体
験
、

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
防
災

展
示
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
／
■問

同
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
042

︱
562
︱
１
４
９
８

■
第
15
回
子
ど
も
か
ら
の
人
権

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
（
多
摩
西

人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
・
福
生
市
）／
11
月

24
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時
／
■場

福
生
市
民
会
館
（
も
く
せ
い
ホ

ー
ル
）
／
600
人
（
当
日
先
着
順
）

／
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
生
活

や
社
会
で
の
人
間
関
係
を
通
し

て
気
づ
い
た
こ
と
、
悩
ん
だ
こ

と
、
励
ま
し
あ
っ
た
こ
と
な
ど

人
権
に
つ
い
て
の
様
々
な
体
験

を
発
表
し
ま
す
／
■問
福
生
市
役

所
秘
書
広
報
課
042
︱
551
︱
１
５

２
９

休日・夜間の診療案内テレホンサービスをご利用ください 東京消防庁救急相談センター☎♯7119、042－521－2323 ／東京都医療機関案内サー
ビスひまわり☎03－5272－0303、ファクス 03－5285－8080（聴覚障害者専用）
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▲全国大会に出場する市立第三中学校吹奏楽部の皆さん

▲全国大会に出場した藤田貴子さん

▲関東大会に出場した柿﨑貫汰さん（写真左）と
　荒品輝さん（写真右）

まちの話題をお寄せください…秘書広報課・内線1412まで

あなたのまちから
◀第三中学校の藤田さん
　四種競技で全国大会へ出場
　８月に行われた第45回全日本中学校陸上競
技選手権大会に、市立第三中学校３年の藤田貴
子さんが四種競技で出場しました。ハードルと
200ｍを得意としている藤田さんですが、初め
ての全国大会出場で「ピリピリした空気にとて
も緊張した」とのことです。でも、「この大会の
スタートラインに立てたことが嬉しかったです。
高校でも陸上を続け、インターハイやオリン
ピックを目指したいです」と笑顔を見せてくれ
た藤田さん。今後の活躍を応援します。

▶二中・四中の生徒が水泳競技で
　関東大会決勝進出
　８月に行われた第42回関東中学校水泳競技
大会に、市立第二中学校３年の柿﨑貫汰さんと、
同第四中学校３年の荒品輝さんが出場し、２人
とも決勝に進出しました。柿﨑さんは100ｍと
200ｍの平泳ぎで自己ベストを出し８位に入賞
し「高校でも水泳を続け、まずはインターハイ
に出たい」と抱負を述べてくれました。また荒
品さんは1500ｍ自由形で自己ベストを出し５
位に入賞しました。長距離を得意とする荒品さ
んは「目標はオリンピックです」と力強く話し
てくれました。

◀第三中学校吹奏楽部
　東京都代表として全国大会出場
　９月に行われた第24回日本管楽合奏コンテ
ストにおいて、市立第三中学校吹奏楽部が東京
都代表に選ばれ、全国大会出場を決めました。
同校吹奏楽部はこのコンテストに４年かけて挑
戦し続け、念願の全国大会出場となったそうで
す。部員一人ひとりの技術の高さが強みである
吹奏楽部ですが、顧問の遊佐先生は「これから
も個々のレベルアップを図り究極を目指したい」
と話してくれました。全国大会での素晴らしい
演奏に期待します。

 

市
長
コ
ラ
ム

　

大
い
に
和
す
る

東
大
和
市
長　

尾
崎
保
夫

　

皆
さ
ん
「
東
大
和
市
」
の
「
大
和
」
の
由
来

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
市
に
な
る
前
は

「
大
和
町
」、
そ
の
前
は
「
大
和
村
」、
そ
し
て

そ
の
前
は
こ
の
地
域
に
六
つ
の
村
々
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
か
ら
99
年
前
の
大
正
８
年（
１
９
１
９
年
）

11
月
に
、
芋
窪
、
蔵
敷
、
奈
良
橋
、
高
木
、
狭
山
、

清
水
の
六
つ
の
村
々
が
合
併
し
、「
大
和
村
」
が

誕
生
し
ま
す
。
合
併
に
あ
た
っ
て
六
か
村
が

「
大
い
に
和
し
て
一
つ
に
な
る
」
と
い
う
こ
と

か
ら
「
大
和
村
」
と
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
現
在
の
東
大
和
市
も

目
指
し
て
い
る
方
向
は
同
じ
な
ん
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
市
が
目
指
し
て
い
る
将
来
の
都
市
像

は
、「
人
と
自
然
が
調
和
し
た
ま
ち
」。
人
々
が

仲
良
く
暮
ら
し
、
自
然
と
和
合
し
た
よ
う
な

ま
ち
、
住
ん
で
い
て
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
ま
ち
。

目
指
す
方
向
は
、
先
人
た
ち
が
村
の
名
に
未
来

を
託
し
た
「
大
い
に
和
す
る
」
の
心
に
通
じ

ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
そ
ん
な
先
人

た
ち
の
想
い
が
通
じ
る
「
人
と
自
然
が
調
和
し

た
生
活
文
化
都
市
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今月の相談
▷法律相談／毎週金曜日、午前９時〜正午
▷人権身の上悩みごと相談／15日㈭、午前９時30
分〜正午
▷税務相談／15日㈭、午後１時〜４時
▷登記相談／15日㈭、午後１時〜４時
▷行政苦情相談／22日㈭、午前９時30分〜正午
▷交通事故相談／22日㈭、午後１時30分〜４時
▷不動産取引相談／８日㈭、午前９時〜正午
▷行政手続相談／８日㈭、午後１時〜４時
※以上予約制／秘書広報課・内線1413まで。
▷市民相談／月〜金曜日、午前８時30分〜午後５
時／秘書広報課・内線1413
▷多重債務相談／14日㈬、午後１時〜４時〔９日
㈮までに要予約〕／消費生活センター（地域振興
課）・内線1713
▷消費生活相談／毎週月・火・水・金曜日、午前
10時〜午後４時（予約優先）／消費生活センター
（地域振興課）・内線1713
▷男女共同参画相談／月〜金曜日、午前９時〜午
後5時（予約制）／地域振興課・内線1715
▷子育て総合相談／月〜土曜日、午前９時〜午後
５時／子ども家庭支援センター☎042-565-3651
▷少年の非行等相談（専門）／22日㈭、午後１時
〜４時（予約制）／子ども家庭支援センター☎042-
565-3651
▷ひとり親・女性相談／月〜金曜日、午前９時〜
午後４時（予約制）／子育て支援課・内線1764
▷福祉なんでも相談／月〜金曜日、午前９時〜午
後５時／社会福祉協議会☎042-564-0012
▷教育相談／月〜金曜日、午前10時〜午後５時
（予約制）／さわやか教育相談室☎042-562-7911
▷職業相談／月〜金曜日、午前９時〜午後５時／
東大和就職情報室（市役所５階）・内線1194
▷高齢者相談、高齢者虐待・養護者支援相談／月
〜土曜日、午前９時〜午後５時、電話相談はいつ
でも可／高齢者ほっと支援センターいもくぼ☎
042-563-8777・きよはら☎042-590-1138・なんがい
☎042-566-8133
▷障害者相談／月〜金曜日と第２・４土曜日、午
前９時〜午後5時（火･木曜日は午後６時30分まで）
／総合福祉センターは〜とふる☎042-516-3982
▷ふくし法律相談／22日㈭、午後１時30分〜４時
15分（予約制）／社会福祉協議会あんしん東大和
☎042-590-0018
〔相談名／日時／場所／連絡先の順に掲載〕

＜人口と世帯／30.10.1現在＞
住 民 基 本 台 帳 内 外 国 人

住 民 数 前月比

男　42,168人 （　447人） 33人減
女　43,366人 （　703人） 9人減
計　85,534人 （1,150人） 42人減

9月の出生数　男24人  女23人
世帯　38,753世帯

市役所☎042−563−2111（代） 12東やまと市報再生紙を使用しています
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